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は
し
が
き

Ⅰ
　
緒
　
　
　
言

Ⅱ
　
明
治
二
十
七
年
日
誌

十
月
二
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
　
七
十
五
号
）

十
月
二
十
二
日
〜
十
二
月
四
日
　
　
　
　
　
（
以
上
　
七
十
六
号
）

十
二
月
五
日
〜
明
治
二
十
八
年
一
月
十
七
日
（
以
上
　
七
十
七
号
）

Ⅲ
　
明
治
二
十
八
年
日
誌

一
月
十
八
日
〜
三
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
　
本
号
）

三
月
七
日
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
　
次
号
）

（
承
前
　
明
治
二
十
八
年
日
誌
）

一
月
十
八
日

此
日
も
戦
争
あ
り
た
れ
ど
小
戦
な
り
、
第
七
聯
隊
と
第
十
九
聯
隊

に
て
昨
日
の
敵
を
追
撃
せ
り
、

昨
日
の
死
傷
敵
は
五
十
、
味
方
は
四
十
内
死
者
五
名
の
よ
し

敵
将
校
の
死
亡
せ
し
者
の
服
中
よ
り
次
の
如
き
書
付
あ
り

十
九
日
海
城
攻
撃
、
二
十
日
奪
地
、
二
十
一
日
犒
軍
　
廿
二
日
修

文
　
廿
三
日
招
兵
、
廿
四
に
何
・
・
・

敵
の
考
へ
も
面
白
き
予
定
に
こ
そ

此
日
元
坂
二
等
軍
曹
以
下
若
干
の
補
充
兵
着
す
、
父
上
よ
り
の
十

二
月
八
日
出
手
紙
達
す

酒
保
は
日
々
着
荷
す
、
十
二
月
廿
五
日
の
追
送
な
り

十
九
日

午
前
十
一
時
海
城
孔
子
廟
に
於
て
招
魂
祭
を
施
行
す
、
桂
閣
下
の

祭
文
あ
り
、
各
隊
は
順
次
ニ
参
拝
せ
り

各
隊
よ
り
国
旗
ふ
き
ぬ
き
等
の
献
納
あ
り
、
当
中
隊
よ
り
は
桜
の

造
り
花
、
蓮
花
と
大
緑
門
な
り
し
、
二
見
浦
は
雪
に
て
岩
を
作
り

あ
り
、
第
六
中
隊
日
本
兵
士
が
宋
慶
を
倒
し
銃
剣
を
向
ふ
処
、
第

八
中
隊
水
瓶
に
て
石
と
う
ろ
う
、
砲
兵
隊
大
な
る
む
か
で
、
第
八

聯
隊
支
那
兵
の
ご
く
も
ん
、
第
六
聯
の
第
二
中
隊
其
他
造
り
物
沢

『
征
清
戦
袍
余
滴
』（
四
）

―
山
岡
金
蔵
中
尉
の
日
清
戦
争
従
軍
日
誌

―

井
ヶ
田
　
良
　
治

山
　
岡
　
高
　
志
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山
あ
り
、
諸
紙
聞
記
者
が
筆
記
し
居
る
、
酒
・
牛
豚
羊
は
沢
山
献

上
、
酒
保
及
追
送
品
は
日
々
海
城
縣
へ
来
る
、
二
月
中
は
当
地
を

去
る
事
な
し

第
一
軍
司
令
官
は
本
日
岫
巖
へ
還
る

三
月
中
は
当
地
を
去
る
事
な
し
、
諸
君
に
宜
敷

一
月
十
九
日
午
後
二
時
記
し
了
る

一
月
二
十
四
日
　
海
城
縣
發

一
月
十
九
日
書
状
差
出
し
海
城
北
方
の
戦
況
を
述
べ
た
り

一
月
十
九
日
午
後
四
時
以
後

高
刊
方
向
に
は
敵
な
し
、

牛
荘
街
道
に
は
昨
夜
清
兵
四
百
牛
荘
に
入
れ
り

教
軍
場
斥
候
報
告

長
虎
台
高
地
及
西
土
城
子
の
高
地
に
は
旗
二
三

樹
て
た
る
敵
兵

数
十
人
を
見
る

遼
陽
街
道
に
出
せ
し
騎
兵
大
隊
長
報
告

敵
の
警
戒
線
は
長
虎
台
よ
り
西
煙
台
南
方
高
地
に
亘
れ
り
、
其
兵

力
は
長
虎
台
附
近
に
歩
兵
約
二
百
人
、
騎
兵
五
六
十
、
前
柳
河
子

南
方
高
地
に
歩
兵
四
五
十
騎
兵
若
干
あ
り
、
西
煙
台
附
近
に
は
歩

兵
五
六
百
を
見
る

第
六
旅
団
よ
り
の
通
報

前
面
の
敵
は
少
数
の
如
く
其
大
部
は
既
に
東
北
に
退
却
せ
し
も
の

の
如
し
、

去
る
十
七
日
営
口
を
發
し
昨
日
帰
城
の
土
人
の
言
に
、
十
七
日
常
、

依
両
将
軍
は
使
を
遣
し
宋
慶
を
迎
へ
た
れ
ど
も
應
せ
ざ
り
し
、
宋

は
蓋
州
を
失
ひ
た
る
に
よ
り
頂
戴
（
官
名
）
を
奪
れ
た
り
、
宋
は

最
早
戦
の
意
な
く
、
馬
三
元
外
数
名
の
高
官
は
憤
慨
し
て
宋
慶
に

服
せ
ず
、
宋
は
田
庄
台
に
退
き
馬
三
元
は
石
橋
子
に
あ
り
と
云

旗
一
本
五
十
人
（
歩
兵
）
其
長
を
哨
長
と
云
、
旗
二
本
を
営

官
と
云
、
我
中
隊
長
の
如
し

本
日
は
招
魂
祭
の
為
め
日
本
酒
三
升
の
分
配
を
受
け
た
り

一
月
二
十
日

遼
陽
方
向
の
敵
異
る
事
な
し

騎
兵
大
隊
は
明
日
営
口
及
旗
堡
及
馬
富
屯
遼
陽
方
向
の
敵
情
を
捜

索
す

牛
荘
方
向
に
出
で
し
騎
兵
斥
候
報
告
　
歩
騎
連
合
の
敵
は
西
部
三

台
子
に
あ
り
、
其
数
多
か
ら
ざ
る
者
の
如
し

石
田
少
佐
報
告

本
日
北
高
刊
よ
り
来
る
土
人
の
言
に
、
石
橋
子
附
近
に
は
六
七
百

の
清
兵
あ
り
、
昨
夜
清
兵
悉
く
田
庄
台
を
去
れ
り

昨
日
営
口
を
發
し
本
日
高
刊
よ
り
来
り
た
り
と
云
土
人
の
言
に
宋

慶
は
大
房
□
に
あ
り
と
、
後
家
湯
房
に
五
六
百
、
石
橋
子
附
近
に

も
亦
五
六
百
の
清
兵
あ
り
と
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当
地
の
差
後
局
は
第
一
軍
管
民
政
事
務
所
と
改
正

一
月
二
十
一
日

本
日
午
後
四
時
頃
情
況
、
敵
の
大
部
隊
は
円
瓢
子
方
向
よ
り
大
富

屯
方
向
に
前
進
し
来
る
、
又
西
土
城
子
よ
り
白
匐
子
に
敵
兵
六
七

百
進
入
し
其
一
部
は
砂
河
沿
に
入
れ
り
、
同
午
後
三
時
二
十
五
分

発
波
羅
堡
、
小
原
少
佐
報
告

円
瓢
子
方
向
よ
り
前
進
せ
し
敵
は
約
二
千
人
、
其
大
部
分
は
腰
屯

に
あ
り
、
他
は
五
六
百
人
宛
大
富
屯
并
小
富
屯
へ
進
入
せ
り
、
多

分
本
夜
同
村
に
宿
泊
す
る
な
ら
ん
、
又
白
匐
子
に
来
り
し
敵
は
多

く
砂
河
沿
に
進
入
せ
り
、
又
此
の
敵
は
砲
四
五
門
を
所
持
す
る
如

く
見
へ
た
り
、

諸
隊
は
明
日
何
時
に
て
も
出
發
し
得
る
如
く
準
備
す
へ
し
と
命
令

あ
り
、

騎
兵
は
明
早
朝
第
六
旅
団
前
哨
の
左
右
翼
に
位
置
し
遼
陽
及
牛
荘

街
道
を
捜
索
し
、
頭
引
堡
及
大
富
屯
附
近
の
敵
の
運
動
を
監
視
す

る
に
あ
り
（
海
城
と
腰
屯
、
波
羅
堡
　
大
富
屯
、
白
匐
子
、
円
瓢

子
、
二
台
子
の
略
図
略
）

一
月
二
十
二
日

午
前
一
時
十
分
命
令
あ
り
、
曰
く

今
午
前
六
時
二
十
分
迄
に
北
門
外
に
整
列
す
べ
し
と
、

是
れ
即
ち
前
日
来
の
敵
の
来
り
攻
む
る
な
り
と
知
ら
れ
た
り
、
六

時
は
当
地
は
未
だ
夜
が
明
け
ざ
る
一
時
半
以
上
な
り

此
日
敵
は
午
前
十
字
頃
よ
り
徐
々
に
来
り
十
一
時
に
は
戦
面
凡
そ

三
里
に
て
一
望
山
な
き
廣
野
を
一
列
の
散
兵
に
て
雪
中
を
進
み
来

る
、
其
運
動
は
去
る
十
七
日
と
異
る
事
な
し
、
已
に
十
七
日
に
敗

れ
た
り
し
に
も
懲
り
ざ
る
吉
林
兵
は
今
度
は
先
日
敗
れ
口
の
付
き

た
る
二
台
子
方
向
に
主
力
を
向
け
た
る
が
如
し

我
軍
は
勉
め
て
近
づ
け
一
挙
に
之
を
殺
さ
ん
と
の
計
劃
な
り
し
が
、

第
六
旅
団
の
方
面
へ
は
早
く
よ
り
戦
声
甚
だ
し
く
凡
そ
千
四
五
百

米
突
に
て
両
軍
相
持
し
て
戦
ひ
た
り

大
迫
少
将
は

甲
山
よ
り
之
を
見
、
佐
藤
大
佐
に
第
十
八
聯
隊
の

第
三
大
隊
と
第
六
聯
隊
の
第
一
大
隊
と
を
引
率
せ
し
め
、
牛
荘
街

道
近
傍
の
河
の
堤
に
潜
ま
し
め
塚
本
大
佐
に
は
二
台
子
の
西
な
る

蘓
家
堡
及
團
山
子
に
あ
り
て
第
六
聯
隊
の
第
二
大
隊
を
指
揮
せ
ら

れ
た
り
（
前
哨
な
る
故
に
）

余
は
そ
れ
故
に
佐
藤
大
佐
の
指
揮
下
に
あ
り
て
川
堤
に
ひ
そ
み
た

り
し
が
、
丁
度
敵
の
砲
兵
と
我
砲
兵
の
射
撃
す
る
中
間
に
て
あ
り

き
、
随
分
危
険
の
事
多
か
り
し
と
雖
、
僅
に
一
二
名
の
傷
者
に
て

他
は
密
集
の
儘
に
て
ひ
そ
み
居
れ
り
、
敵
は
我
等
の
潜
伏
し
あ
る

を
し
ら
ず
、
唯
一
連
の
散
兵
を
以
て
凡
そ
二
千
米
突
位
よ
り
我
兵

を
見
る
と
見
ざ
る
に
関
ら
ず
唯
無
茶
に
射
撃
し
つ
つ
進
む
な
り
、

丁
度
敵
な
き
練
兵
場
に
て
散
兵
が
二
千
米
突
よ
り
射
撃
し
て
進
む
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に
似
た
り
、
敵
は
連
発
銃
あ
り
、
単
発
銃
あ
り
、
擡
銃
あ
り
、
此

銃
の
如
き
は
重
さ
十
二
三
〆
よ
り
二
十
〆
位
の
者
も
あ
り
、

長
さ
一
間
よ
り
八
尺
位
（
擡
銃
の
図
略
す
）

円
丸
を
入
れ
る
（
口
）
鉄
（
の
筒
）
穴
あ
り
火
薬
を
入
る
、
以
下

は
木
な
り
煙
及
音
は
山
砲
の
小
な
る
が
如
き
も
火
は
三
四
百
米
突

の
み
、
何
と
な
れ
ば
照
尺
及
照
星
も
な
け
れ
ば
な
り
、

故
に
敵
の
散
兵
を
以
て
攻
撃
す
る
有
様
は
全
く
笑
ふ
よ
り
外
な
し

我
等
は
缸
瓦
塞
雪
中
戦
の
か
た
き
討
ん
と
潜
み
伏
せ
と
云
ひ
居
り

し
が
、
敵
は
早
や
六
百
米
突
（
三
百
間
）
に
近
き
た
れ
ば
、
連
隊

長
は
一
度
に
射
撃
せ
よ
と
云
ひ
し
か
ば
、
二
大
隊
の
兵
は
悉
く
出

て
敵
の
右
翼
に
急
射
撃
を
な
し
た
り
、
此
く
と
知
ら
ざ
り
し
敵
は
、

何
を
以
て
驚
か
ざ
ら
ん
、
進
み
か
け
し
者
も
皆
俄
に
迯
げ
掛
け
た

れ
ば
総
崩
れ
と
な
り
、
見
る
間
に
八
十
一
名
を
打
殺
し
た
る
様
子

は
何
と
も
愉
快
と
や
云
ん
面
白
し
と
や
云
ん
、
兵
等
は
敵
の
退
走

す
る
事
な
れ
ば
愈
勇
み
立
ち
一
時
は
歓
声
を
以
て
天
地
を
動
せ
り

丁
度
千
五
百
メ
ー
ト
ル
迄
は
追
撃
の
射
撃
を
な
し
、
そ
れ
よ
り
雪

中
を
え
っ
さ
え
っ
さ
と
掛
け
声
し
て
敵
を
追
ひ
、

止
ま
り
て
は
射
撃
し
、
又
進
む
等
敗
兵
の
事
な
れ
は
一
も
抵
抗
せ

ず
、
遂
に
第
十
九
聯
隊
の
正
面
に
あ
り
し
敵
ま
で
共
崩
れ
と
な
り
、

遼
陽
と
牛
荘
の
二
道
へ
向
け
大
敗
走
せ
し
は
誠
に
心
持
の
よ
き
事

に
こ
そ
、
平
生
臆
病
半
分
の
者
ま
で
共
に
歓
声
と
共
に
陛
下
万
歳

を
唱
へ
よ
う
で
な
い
か
等
申
し
た
る
位
の
事
な
り
し

八
十
一
名
と
は
師
団
の
竹
内
副
官
が
一
寸
調
べ
た
る
所
な
り

と
云
へ
ば
後
に
て
調
査
し
た
れ
は
恐
ら
く
は
百
二
三
十
以
上

二
百
も
あ
り
し
と
思
ひ
た
り

新
聞
記
者
、
通
弁
人
も
我
方
面
に
来
り
兵
卒
等
に
た
の
み
て

負
傷
し
あ
る
兵
を
た
し
め
（
試
し
カ
）
切
り
な
ど
い
た
し
た

り師
団
長
閣
下
・
旅
団
長
閣
下
も
来
ら
れ
何
れ
も
敵
の
死
の
多

き
を
見
て
愉
快
な
り
と
申
さ
れ
し
の
み
な
ら
ず
大
歓
び
な
り

し
、

今
日
の
如
き
敵
に
充
分
攻
さ
せ
弾
薬
を
費
さ
し
め
而
し
て
横

合
よ
り
突
き
込
み
た
る
事
は
二
度
も
出
来
ざ
る
快
戦
な
る
へ

し
、

午
後
四
時
敵
は
漸
々
退
却
し
我
軍
大
勝
を
以
て
海
城
に
還
れ
り
、

師
団
長
よ
り
酒
一
合
つ
つ
渡
れ
り

二
十
日
夜
　
通
報

遼
陽
及
牛
荘
街
道
に
退
却
せ
し
敵
を
追
ひ
て
本
日
き
兵
大
隊
は
進

む第
二
軍
は
艦
隊
と
連
合
し
敵
の
艦
隊
を
尽
滅
す
る
の
任
務
を
新
に

受
け
第
二
師
団
及
第
六
師
団
の
残
部
を
大
連
湾
に
集
め
、
山
東
省

栄
城
湾
に
上
陸
せ
し
む
る
為
め
、
十
九
日
よ
り
逐
次
大
連
湾
を
出
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発
し
た
り

大
連
湾
大
山
大
将
の
報
告

上
陸
点
に
は
敵
の
歩
兵
三
百
あ
り
、
小
抵
抗
の
後
退
却
せ
り
、
我

海
軍
陸
戦
隊
は
砲
四
門
を
分
捕
せ
り
、

上
陸
は
好
都
合
に
て
栄
城
南
方
に
は
敵
兵
集
合
し
あ
り
し
が
、
西

に
向
て
退
却
せ
り
、
多
分
本
日
頃
は
威
海
衛
の
攻
撃
な
ら
ん
、
栄

城
湾
と
威
海
衛
と
は
四
里
の
由

本
日
よ
り
野
戦
郵
便
局
を
海
城
に
置
か
る
、
日
々
郵
便
を
出
す
事

を
得
、
本
國
よ
り
の
手
紙
は
毎
日
午
前
十
一
時
に
分
配
を
受
く
、

第
三
大
隊
は
各
中
隊
と
も
岫
巖
へ
帰
れ
り
（
析
木
城
に
あ
り
し
も

の
も
）
岫
巖
の
守
備
隊
と
な
る
、
磐
嶺
及
茫
家
堡
子
北
方
一
里
余

の
所
に
敵
居
れ
ば
な
り

酒
保
の
荷
物
到
着
最
中
な
り

く
つ
一
足
到
着
致
候
、

本
日
少
々
還
送
品
を
出
す
品
目
次
の
如
し

一
　
支
那
婦
人
の
服
及
足
へ
は
く
者
但
し
絹
計
り

一
　
平
壤
分
捕
の
茶
碗
（
シ
ン
チ
ュ
ウ
）
及
平
壤
分
捕
の
銭

（
常
平
通
宝
）

一
　
支
那
通
用
銭

一
　
支
那
南
京
焼
茶
碗
一
（
大
孤
山
に
て
）
及
墨
三
四
挺
（
岫

巖
に
て
分
捕
）

一
　
支
那
扇
一
本
（
岫
巖
に
て
分
捕
）

一
　
日
本
扇
二
本
返
却
、
荷
物
に
な
れ
ば

一
　
小
さ
き
鼎
火
鉢
　
大
明
宣
徳
年
製
の
印
あ
り
（
岫
巖
に
て

買
）

一
　
ひ
ょ
う
た
ん
の
半
分
（
朝
鮮
安
州
の
品
に
て
水
呑
の
代
用

な
り
）

一
　
ロ
ー
セ
キ
印

右
荷
物
の
中
に
目
録
な
し
、
廿
八
年
一
月
廿
四
日
と
記
し
あ
る
荷

物
、
朝
鮮
地
内
土
人
や
人
夫
が
荷
を
開
く
事
な
れ
ば
届
か
ぬ
事
あ

る
や
も
知
れ
ず

又
雪
融
来
る
四
月
頃
な
ら
で
は
本
国
へ
達
せ
ぬ
事
故
に

余
り
銭
目
の
品
は
入
れ
不
申
候

拝
啓
仕
候

去
る
十
九
日
に
手
紙
差
出
候
、
又
々
今
日
よ
り
は
日
々
郵
便
局
に

て
取
扱
の
事
に
相
成
候
に
付
一
通
差
上
候

去
る
十
七
日
及
廿
二
日
は
海
城
北
方
に
て
清
兵
の
攻
撃
を
受
け
し

も
、
何
れ
も
大
勝
に
有
之
候
、
委
細
は
別
紙
に
て

御
承
知
被
下
度
候

第
二
軍
の
一
部
（
第
二
師
団
と
第
六
師
団
の
半
部
）
威
海
衛
攻
撃

の
為
め
出
発
し
上
陸
せ
ん
と
の
事
な
れ
ば
本
日
頃
は
多
分
又
威
海

衛
を
取
り
し
事
と
奉
存
候
、
誠
に
清
兵
の
骨
な
り
、
又
戦
争
の
何
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を
知
ら
ざ
る
に
は
驚
く
計
り
に
候
へ
と
も
何
分
武
器
の
精
と
弾
薬

の
多
き
に
は
驚
き
入
申
候

去
十
月
廿
八
日
の
御
書
状
、
十
二
月
八
日
と
十
一
月
十
七
日
辰
次

郎
へ
の
御
書
状
は
相
見
仕
候
、
辰
次
郎
も
至
て
無
事
に
罷
在
候

当
地
気
候
は
大
抵
〇
度
上
十
度
位
よ
り
朝
夕
又
夜
は
〇
度
下
十
度

位
に
候
得
共
、
家
屋
の
造
り
方
宜
敷
よ
り
日
々
こ
た
つ
同
様
暖
た

め
休
み
居
候
、
又
毛
皮
、
毛
布
等
も
都
合
三
枚
渡
り
た
れ
は
聊
か

寒
気
を
思
ひ
不
申
候

当
時
に
て
は
先
づ
何
品
と
申
し
て
別
に
不
自
由
無
之
、
何
物
に
て

も
求
め
ら
る
べ
き
様
相
成
候
間
御
安
神
可
被
下
候
、
但
し
新
聞
位

は
郵
便
に
て
御
送
り
被
下
候
は
ゝ
結
構
に
候

何
れ
三
月
中
頃
迄
は
迚
て
も
当
地
を
出
発
す
る
事
無
之
と
存
候
、

又
何
れ
へ
参
る
と
も
や
は
り
第
一
軍
何
々
・
・
に
て
通
じ
申
候

先
は
時
下
御
伺
申
上
度
併
せ
て
無
事
御
報
知
迄
、
早
々
　
頓
首

一
月
　
廿
四
日
朝
　
　
　
　
　
　
海
城
　
山
岡
　
金
蔵

父
上
様

日
記
は
二
十
二
日
迄
に
候
、
二
十
三
日
已
降
は
又
々
二
三
日
の
後

可
申
上
候

切
手
有
之
候
は
ゝ
拾
枚
計
り
御
送
り
奉
願
候

一
月
二
十
六
日
　
海
城
縣
發
信

一
月
二
十
四
日
付
を
以
て
二
十
三
日
夕
一
書
差
出
せ
り
、
同
時
に

久
居
谷
田
佐
脇
上
月
等
へ
も
又
飯
田
へ
も
出
す

一
月
廿
三
日

遼
陽
方
向
の
敵
は
尚
西
煙
台
・
西
土
城
子
・
長
虎
台
の
辺
に
停
止

し
其
主
力
は
乾
線
堡
・
隆
家
屯
・
老
牛
圈
附
近
に
あ
る
も
の
の
如

し又
牛
荘
方
向
の
敵
は
莫
七
屯
附
近
に
停
止
し
、
其
主
力
は
耿
庄

子
・
牛
荘
に
あ
る
も
の
の
如
し

営
口
街
道
上
高
刊
に
は
敵
な
し

在
　
岫
巖
　
酒
井
少
佐
の
報
告

本
日
蠎
洞
炎
附
近
に
出
せ
し
斥
候
報
告
に
よ
れ
ば
、
磐
嶺
に
は
依

然
敵
兵
守
備
せ
り
、
土
人
の
言
に
敵
の
斥
候
は
夜
間
屡
々
蠎
洞
炎

附
近
に
至
る
、
又
吉
洞
炎
鈎
隆
口
磐
嶺
を
合
し
て
清
兵
約
二
千
、

團
田
備
に
約
千
人
あ
り
、
し
ょ
将
軍
之
を
率
ひ
吉
洞
炎
に
居
れ
り

一
月
廿
四
日

本
日
余
は
騎
兵
大
隊
と
共
に
牛
荘
方
向
の
敵
情
偵
察
の
為
め
に
大

馬
頭
に
至
る
（
一
小
隊
を
以
て
将
校
斥
候
）
其
結
果
は
、

西
部
三
台
子
に
は
敵
の
歩
兵
あ
り
、
兵
数
極
め
て
小
数
な
る
が
如

し
、
西
部
三
台
子
よ
り
麒
麟
村
の
中
央
な
る
河
樹
屯
に
敵
歩
兵
約

五
十
あ
れ
ど
も
、
午
後
一
時
頃
西
部
三
台
子
に
至
れ
り
、
此
敵
は

我
斥
候
を
見
て
射
撃
せ
し
が
、
後
に
は
監
視
兵
を
置
き
て
喇
叭
太

鼓
等
を
た
た
き
喧
躁
し
居
れ
り
、
旧
正
月
前
の
事
な
れ
ば
定
め
て
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遊
戯
せ
る
な
ら
ん

小
台
子
に
は
少
数
の
歩
兵
あ
り
、
我
騎
兵
斥
候
に
向
ひ
擡
鎗
（
二

人
持
の
銃
）
を
以
て
發
射
せ
り
、
小
台
子
よ
り
四
方
に
敵
騎
三
名

運
動
す
る
を
見
る
、
土
人
の
言
に
砂
河
沿
白
旗
堡
に
敵
兵
あ
り
と
、

牛
荘
に
は
敵
の
歩
兵
二
千
人
あ
り
是
等
の
敵
兵
は
一
昨
日
戦
闘
後

敗
退
せ
る
も
の
な
り
、

午
後
三
時
五
十
分
き
ん
さ
い
乃
木
少
将
通
報

大
平
山
北
方
ま
で
攻
撃
し
来
り
し
敵
は
僅
か
に
砲
戦
を
な
し
、
西

北
と
北
方
に
二
縦
隊
と
な
り
て
退
却
せ
り
、

捕
虜
　
王
英
中
の
言
（
一
月
二
十
二
日
の
戦
の
時
の
）

遼
陽
地
界
内
分
水
堡
目
下
依
将
軍
の
兵
二
千
あ
り
と
聞
く
、
漢
辺

外
の
兵
五
百
人
に
し
て
依
将
軍
の
指
揮
に
属
す
、
依
将
軍
の
処
在

に
は
旗
八
本
を
樹
て
、
紅
墨
白
と
各
旗
各
色
な
り
、
統
領
（
日
本

の
大
佐
位
）
中
に
榮
、
札
、
二
人
を
知
る
各
四
營
を
指
揮
せ
り
、

戦
闘
の
当
日
は
銅
砲
二
門
を
有
せ
り

他
の
捕
虜
の
言

長
将
軍
の
率
ゆ
る
兵
は
ヱ
ン
ス
タ
ー
及
び
モ
ー
ゼ
ル
銃
（
独
乙
製
）

を
有
し
、
弾
薬
百
五
十
發
を
有
し
内
半
部
は
携
帯
し
、
半
部
は
車

に
載
せ
後
方
に
あ
り
、
依
将
軍
の
率
ゆ
る
兵
は
前
に
モ
ー
ゼ
ル
銃

を
有
せ
り
、
弾
薬
は
去
る
十
七
日
の
戦
に
五
十
發
を
与
へ
ら
れ
、

第
二
回
（
二
十
二
日
）
に
二
十
發
を
給
せ
ら
れ
た
り
、
但
し
第
二

回
の
時
は
給
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
も
あ
り
、
後
方
よ
り
弾
薬
を
送
り

来
る
と
云
ふ
の
み
、
小
口
径
の
連
発
銃
は
依
将
軍
の
部
下
に
し
て

哨
長
（
日
本
の
下
士
）
以
上
の
一
部
之
を
有
す
る
の
み
、
長
将
軍

の
部
下
は
之
を
有
せ
ず

序
に
記
す
、
二
十
二
日
の
戦
に
敵
の
死
者
三
百
五
六
十
人
以
上

あ
り
、
捕
虜
は
少
し
、
是
れ
傷
者
に
し
て
歩
行
し
得
る
も
の
は

皆
逃
げ
去
り
又
は
引
連
れ
て
逃
げ
た
り
、
歩
行
し
得
ざ
る
傷
者

は
大
抵
銃
剣
に
て
殺
せ
り
、
故
に
敵
の
傷
者
は
少
く
も
五
六
百

人
以
上
な
り
と
云

我
軍
の
負
傷
者
は
二
十
四
名
（
四
十
名
位
あ
り
し
由
な
れ
ど
他

は
皆
尤
も
軽
傷
に
し
て
療
治
に
掛
ら
ず
）
内
第
六
聯
隊
は
八
名
、

何
れ
も
皆
軽
傷
に
し
て
丸
の
通
ら
ず
止
り
し
も
の
は
二
名
の
み

（
第
十
九
三
隊
一
名
、
第
六
の
二
中
隊
一
名
）
是
は
衛
生
隊
に
て

取
調
べ
し
精
確
の
数
な
り

本
日
追
送
品
来
る
、
ロ
ー
ソ
ク
、
マ
ッ
チ
、
楊
子
、
カ
ン
ヅ
メ
、

及
魚
セ
ン
ベ
イ
、
煙
草
、
正
に
受
取
申
候
、
外
に
大
坂
朝
日
と
扶

桑
若
干
枚
千
金
丹
あ
り
、
桑
名
貫
一
の
事
あ
り
、
小
生
の
名
ま
で

御
引
合
に
出
た
り
、
岡
崎
亀
彦
衛
生
隊
に
来
り
居
れ
り
、
本
日
来

訪
ス
コ
ッ
チ
、
ク
ツ
下
一
足
を
贈
ら
る

一
月
二
十
五
日

二
十
三
日
午
前
営
城
湾
發
、
第
二
軍
よ
り
左
の
通
報
あ
り
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第
二
軍
指
令
部
は
二
十
三
日
午
前
上
陸
点
に
達
す
、
上
陸
好

都
合
に
し
て
第
一
第
二
回
の
上
陸
を
終
り
今
朝
よ
り

第
三
回
の
上
陸
に
着
手
す
、
第
二
師
団
は
本
日
榮
城
縣
高
家

庄
附
近
に
達
し
二
十
五
日
よ
り
運
動
を
起
す
予
定
な
り
、
栄

城
湾
附
近
に
あ
り
し
敵
は
約
二
営
（
千
人
以
下
）
に
し
て
威

海
衛
方
向
に
退
却
し
、
目
下
砂
争
庄
に
は
敵
を
見
ず

序
に
記
す
、
営
城
湾
は
威
海
を
去
る
十
三
四
里
に
あ
れ
ば
早
け
れ

ば
今
明
日
遅
く
と
も
本
月
中
に
は
威
海
衛
陥
落
の
捷
報
あ
ら
ん

本
日
衛
生
隊
に
至
り
鷲
津
及
岡
崎
軍
医
を
問
ふ
、
二
人
と
も
無
事

ぶ
ど
う
酒
、
少
々
酒
保
に
着
す
、
依
て
若
干
を
分
買
せ
り
、
聞
く

朝
鮮
内
地
の
運
搬
に
て
割
れ
た
り
、
又
取
れ
た
り
し
て
完
全
の
も

の
半
分
位
な
り
と
、
何
品
に
よ
ら
ず
、
凡
て
此
の
如
し
、
何
と
か

方
法
を
立
て
た
き
事
な
り
、

酒
保
物
品
の
最
高
及
最
下
價
次
の
位
な
り

状
袋
（
一
銭
位
の
も
の
に
て
）

八
銭
と
二
銭

煙
草
　
十
銭
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　
拾
五
銭
と
拾
二
銭

郵
便
切
手
　
二
銭
の
も
の
　
　
　
　
　
八
銭
と
二
銭
五
厘

手
袋
　
十
銭
位
の
も
の
　
　
　
　
　
　
三
十
銭
と
二
十
銭

酒
類
　
大
抵
日
本
の
倍

食
用
品
　
大
抵
　
五
割
以
上
高
し

右
の
如
し
と
雖
　
需
用
多
く
し
て
品
足
ら
ず
、
第
六
聯
隊
の
酒
保

は
大
抵
三
割
以
上
五
割
、
時
と
し
て
は
、
七
割
高
位
な
れ
ど
、
師

団
司
令
部
附
の
酒
保
の
如
き
は
二
三
倍
よ
り
四
倍
の
高
價
な
る
あ

り
と
云

遠
藤
騎
兵
中
尉
に
面
会
、
同
人
も
健
在
な
り

時
歌
聞
き
た
る
儘

國
が
廣
い
と
て
　
け
ん
た
い
ぶ
る
な
　
國
が
廣
て
城
持
て

そ
れ
で
軍
に
勝
て
る
な
ら
　
鴨
緑
江
や
九
連
城
、
缸
尾
寨
の

戦
に
な
ぜ
に
軍
に
勝
て
な
ん
だ

是
は
奥
州
仙
臺
陸
奥
守
の
換
へ
唄
な
り

此
日
は
支
那
の
元
日
な
り
、
元
日
に
は
朋
友
親
戚
集
り
、
互
に
目

出
度
文
字
を
書
き
門
戸
室
内
等
へ
張
り
付
ケ
ル
ナ
リ
、
又
爆
竹
ト

云
ヒ
テ
火
薬
に
て
は
な
び
の
如
く
ポ
ン
ポ
ン
音
さ
せ
て
、
悪
魔
を

拂
ふ
事
を
な
す
、
支
那
人
の
元
日
に
は
米
飯
猪
肉
（
猪
と
は
ぶ
た

の
事
）
を
食
ふ
支
那
人
は
故
に
皆
寒
き
に
関
ら
す
髪
を
結
ひ
直
し

頭
を
剃
る

支
那
の
僧
は
丸
ぼ
う
ず
な
り
、

年
礼
の
客
は
彼
是
酒
呑
み
て
赤
き
顔
を
な
す
、
く
つ
計
り
は
新
し

き
も
衣
服
は
新
し
か
ら
ず
、
本
年
は
兵
乱
あ
る
に
よ
り
此
の
如
し

と俸
給
受
領
す

二
十
六
日



『征清戦袍余滴』（四）

217

本
日
は
支
那
の
元
旦
な
り
、
年
初
な
り
、
如
何
な
る
事
を
な
す
か

尚
後
便
可
申
上
候

〆

一
月
二
十
六
日
午
前
十
時
記
し
了
、
海
城
に
て
　
　
金
蔵

父
上
　
様

支
那
人
は
南
瓜
及
西
瓜
の
種
を
い
り
て
食
ふ

当
時
追
送
品
は
到
着
最
中
、
酒
保
大
繁
昌
、
爾
後
追
送
被
下
候
時

は
（
誰
様
に
て
も

か
ん
づ
め
。
わ
げ
も
の
の
品
。

等
食
品
が
上
々
に
候

夏
物
も
ヅ
ボ
ン
や
襦
袢
の
外
は
何
も
入
用
無
之
候

諸
家
へ
宜
敷

本
日
よ
り
為
替
取
扱
相
成
候

二
月
二
日
　
　
海
城
縣
發
信

一
月
二
十
六
日
に
は
一
便
差
上
候

一
月
二
十
六
日

一
　
牛
荘
街
道
上
西
三
台
子
に
は
敵
の
歩
騎
兵
あ
り
、
兵
員
詳
な

ら
ず
、
耀
州
、
虎
璋
屯
、
昆
電
、
等
の
地
方
に
無
頼
の
徒
約
三
十

人
目
下
張
大
人
の
部
下
に
在
て
号
衣
（
兵
服
）
を
脱
し
間
諜
（
も

の
み
の
事
）
を
な
す
と
云
、
張
大
人
の
兵
は
目
下
営
口
附
近
に
あ

り
、
明
日
営
口
及
牛
莊
附
近
に
騎
兵
斥
候
を
出
す
、
補
兵
千
余
人

（
一
月
十
五
日
、
十
八
日
、
二
十
一
日
、
二
十
四
日
、
二
十
七
日
、

三
十
日
、
二
月
二
日
を
以
て
大
連
湾
に
向
け
出
発
）
尚
四
百
余
人

本
国
に
あ
り
て
出
発
の
準
備
を
な
す
と
云
、
此
時
宇
の
大
尉
及
内

田
中
尉
は
来
る
と
、

小
松
宮
殿
下
参
謀
総
長
の
由
有
栖
川
殿
下
は
病
気
に
や

一
月
廿
七
日

騎
兵
大
隊
は
不
相
変
牛
荘
、
旗
堡
、
営
口
方
向
を
捜
索
す
、
序
に

云
、
営
口
港
と
は
牛
荘
港
と
日
本
に
て
云
へ
り
、
さ
れ
ど
牛
荘
と

営
口
は
七
八
里
も
巨
れ
り
、
営
口
は
外
人
居
留
地
な
り
、
牛
荘
は

何
で
も
な
い
所
な
り
、
遼
陽
方
面
の
円
瓢
子
及
西
土
城
子
に
は
敵

兵
あ
り
、
其
数
詳
な
ら
ず
午
前
十
時
頃
敵
歩
兵
約
百
名
及
騎
兵
十

五
名
砂
河
沿
に
侵
入
せ
り
と
（
我
を
去
る
二
三
里
位
）

牛
荘
街
道
の
西
部
三
台
子
、
西
二
台
子
、
哈
達
碑
（
西
部
三
台
子

の
東
南
の
村
）
附
近
に
は
敵
の
騎
兵
斥
候
の
如
き
も
の
徘
徊
す

（
海
城
の
西
北
四
里
）

本
日
前
哨
に
し
て
余
は
小
哨
に
あ
り
し
が
、
騎
兵
の
山
村
中
尉
来

り
た
り
、
其
談
に
曰
く
、
騎
兵
は
三
日
に
一
日
休
む
の
み
に
て
毎

日
外
に
出
で
づ
め
な
り
、
少
数
騎
兵
に
は
困
難
な
り
、
又
曰
く
、

騎
兵
は
乗
馬
し
あ
れ
ば
膝
よ
り
下
覚
へ
な
し
、
さ
り
と
て
支
那
靴

に
て
は
あ
ぶ
み
踏
め
ず
又
長
靴
小
な
れ
ば
二
枚
の
く
つ
下
は
重
ね

ら
ず
、
雪
靴
は
大
に
し
て
鐙
に
入
ら
ず
、
殊
に
馬
上
に
て
は
西
北

に
向
ふ
に
は
寒
に
耐
へ
ず
、
故
に
第
一
は
凍
傷
者
の
多
き
事
に
て
、
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先
づ
ひ
き
馬
同
様
な
ら
で
は
行
く
事
能
は
ず
云
々

我
将
校
等
に
て
本
国
へ
還
送
す
る
物
品
中
に
て
中
に
は
分
捕
品
多

く
、
殊
に
器
物
等
も
あ
り
、
又
父
兄
等
は
自
慢
に
之
を
話
す
等
の

事
あ
り
、
分
捕
品
よ
り
掠
奪
品
あ
る
事
な
れ
ば
爾
来
は
将
校
の
還

送
品
も
一
時
補
充
大
隊
へ
預
る
事
の
由
に
聞
く

一
月
二
十
八
日

砂
河
沿
土
人
の
言
に
、
韓
辺
外
の
敵
は
目
下
三
百
人
に
過
ぎ
ず
遼

陽
に
向
ひ
て
退
却
せ
り

間
諜
の
言
に
新
暦
二
十
九
日
の
日
に
賀
歳
式
を
擧
げ
た
る
と
き
樹

立
せ
し
旗
故
な
く
し
て
倒
れ
た
り
、
又
同
日
發
砲
演
習
を
行
ひ
砲

六
門
の
内
二
門
（
旧
支
那
製
の
砲
）
は
其
砲
尾
を
破
損
せ
り
、
依

て
之
を
不
祥
の
兆
と
し
て
士
気
沮
喪
せ
り
と
云
、
支
那
人
は
随
分

御
幣
か
づ
ぎ
の
方
な
れ
ば
此
説
実
際
な
ら
ん

明
日
騎
兵
は
歩
兵
一
小
隊
と
一
泊
の
積
り
に
て
高
刊
、
藍
旗
溝
方

向
へ
派
遣
せ
ら
る

牛
荘
街
道
の
西
部
二
台
子
に
は
敵
の
主
力
あ
り
（
我
を
去
る
四
里

半
）

本
日
は
威
海
衛
攻
撃
の
日
な
り
、

第
二
軍
糧
餉
部
陸
軍
三
等
書
記
向
井
佐
の
助
よ
り
手
紙
来
る
、
一

月
五
日
に
は
金
州
に
あ
り
と
、
本
日
寒
暖
計
最
下
は
氷
点
下
二
十

四
度
な
り

一
月
二
十
九
日

長
虎
台
（
遼
陽
街
道
）
に
出
で
し
斥
候
は
長
虎
台
に
達
す
、
土
人

の
言
に
、
長
虎
台
附
近
の
敵
兵
八
営
（
二
三
千
人
位
）
は
昨
夜
半

退
却
せ
り

又
東
西
煙
台
に
は
敵
を
見
ず
、
乾
線
堡
に
退
却
せ
し
も
の
の
如
し

和
尚
溝
馬
風
屯
方
向
に
は
異
状
な
し

目
下
敵
は
揚
相
公
三
道
嵩
子
、
大
奠
屯
の
線
に
止
れ
り

牛
荘
街
道
上
白
旗
堡
以
東
に
は
敵
兵
な
し

牛
荘
街
道
の
本
道
に
あ
る
敵
は
軍
服
を
着
ず
、
間
道
に
あ
る
も
の

は
民
服
を
着
て
間
諜
シ
ノ
ビ
を
な
す
、
本
日
日
々
新
聞
新
井
来
る
、

同
人
の
語
に
第
一
軍
は
非
常
に
困
難
と
激
戦
に
あ
へ
ど
も
、
旅
順

口
の
如
き
本
国
の
喝
采
を
得
ず
、
去
る
二
十
二
日
の
戦
も
定
め
て

編
輯
局
の
片
隅
へ
や
ら
る
る
事
な
ら
ん
と
申
し
呟
き
居
り
た
り
、

依
て
同
人
に
一
詩
を
示
し
た
り

宋
慶
公
号
裕
禄
郎
。
盛
京
省
任
汝
防
攻
。
盛
京
省
外
有
大
陸
。
李

爺
回
謀
何
所
通
。

自
暴
戦
勝
誰
肯
信
。
請
哀
又
捜
軍
実
充
。
倭
艦
艤
在
営
城
湾
。
不

日
横
断
渤
海
洋
。

一
軍
控
背
一
軍
胸
。
宋
禄
遂
為
耄
六
公
。
耄
六
々
々
何
時
戦
。
寧

投
武
器
謝
無
功
。

頃
者
来
屯
海
州
城
。
髀
肉
有
鳴
兵
気
隆
。
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之
を
示
し
て
共
に
一
笑
し
た
り
、
但
し
新
聞
記
者
前
夜
吟
詩
し
て

我
前
哨
帰
り
の
夢
を
破
り
た
れ
は
へ
ん
ぼ
う
旁
々
に
見
せ
た
り

本
日
連
隊
長
よ
り
酒
を
受
く
、
度
々
将
校
へ
は
賜
る
千
万
多
謝

師
団
長
本
日
出
発
、
岫
巖
の
軍
司
令
部
に
至
る
、
聞
け
ば
、
奥
第

五
師
団
長
も
参
會
せ
ら
れ
あ
る
と
、
軍
議
何
な
る
や
、
遼
陽
・
奉

天
の
事
か
、
何
か
不
分

寒
さ
と
計
り
に
て
は
分
ら
ず
、
依
て
寒
気
の
強
き
事
を
陳
べ
ん
に
、

障
子
の
ガ
ラ
ス
は
常
に
全
く
氷
に
て
閉
じ
ら
れ
、
日
中
な
ら
で
は

融
け
ず
、
殊
に
夜
間
に
な
れ
ば
障
子
の
さ
ん
に
は
我
室
内
の
空
気

障
子
紙
に
触
れ
て
氷
と
な
り
、
雪
と
な
り
、
白
く
積
み
あ
る
に
て

知
る
へ
し
、
又
支
那
の
家
は
多
く
北
を
防
ぎ
南
向
き
に
て
日
受
け

の
よ
き
様
に
作
り
あ
り
、

酒
保
の
為
め
に
内
々
せ
き
け
ん
と
葡
萄
酒
一
本
を
得
た
り
、
味
噌

瓶
へ
湯
を
入
れ
こ
れ
に
て
入
浴
、
石
け
ん
に
て
あ
か
落
し
せ
り
、

半
日
に
て
あ
か
五
六
升
も
出
で
た
り
、
足
の
皮
は
一
面
に
む
け
た

り
（
凍
傷
の
軽
き
故
に
）
体
は
軽
く
な
り
、
顔
も
始
め
て
鏡
に
移

（
映
）
れ
り

当
地
唯
今
無
事
な
れ
ば
ひ
ま
に
有
之
、
朝
か
ら
晩
ま
で
仕
事
な
し
、

さ
れ
ど
兵
に
は
射
撃
の
預
行
演
習
を
な
さ
し
め
、
又
コ
ー
ル
ミ
ー

と
云
ひ
て
高
梁
米
タ
カ
キ
ビ
の
か
ら
を
薪
の
代
り
に
集
め
さ
せ
又

は
防
禦
の
工
事
を
な
さ
し
む

一
月
三
十
日

本
日
は
風
あ
れ
ど
も
先
づ
暖
か
な
る
方
な
り
、
新
聞
借
り
に
諸
方

へ
駆
け
廻
る

老
牛
圈
・
大
富
屯
・
交
界
台
に
は
敵
兵
を
見
る
多
分
敵
の
斥
候
な

ら
ん

遼
陽
街
道
上
東
煙
台
に
は
敵
兵
二
三
十
名
あ
り
、
土
人
の
言
に
乾

線
堡
に
は
敵
兵
二
千
名
あ
り
と
、
張
将
軍
は
目
下
揚
相
屯
に
あ
り

と
云

本
日
缸
瓦
寨
に
於
て
モ
ヲ
ゼ
ル
及
エ
ン
ピ
ス
タ
ー
小
銃
弾
合
計
七

万
發
を
分
捕
せ
り
、
こ
れ
は
叙
と
云
ふ
家
の
穴
蔵
に
あ
り
し
を
発

見
せ
り
と
云

上
野
騎
兵
少
尉
の
報
告
　
三
十
日
午
後
七
時
興
隆
屯
発

騎
兵
小
隊
は
昨
二
十
九
日
午
後
三
時
高
刊
に
達
す
、
高
刊
附
近
村

落
に
は
敵
兵
な
し
、
高
刊
已
東
の
道
路
に
は
両
三
日
已
来
敵
兵
往

来
の
跡
を
認
め
ず
、
土
人
の
言
、
東
昌
舖
・
猪
心
浦
等
の
村
落
に

は
敵
兵
屯
在
せ
ず
、
石
橋
子
以
南
の
營
口
及
田
庄
台
の
間
に
は
多

数
の
敵
兵
存
在
す
と

午
後
二
時
三
十
分
敵
の
騎
兵
約
二
十
騎
藍
旗
溝
よ
り
腰
屯
に
入
る
、

彼
は
我
斥
候
を
認
め
其
十
騎
を
放
て
西
部
蓮
花
泡
ま
で
迫
来
せ
し

も
、
是
れ
よ
り
東
方
及
腰
屯
よ
り
南
方
に
前
進
せ
ず
、
又
之
と
同

時
に
二
騎
の
騎
兵
腰
屯
よ
り
馳
足
に
て
藍
旗
溝
方
向
に
去
れ
り
、
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敵
の
後
続
部
隊
あ
る
を
発
見
せ
ず

蓮
花
泡
土
人
の
言
に
よ
れ
ば
、
藍
旗
溝
附
近
に
敵
兵
な
し
、
又
一

昨
二
十
八
日
も
約
三
十
騎
牛
荘
方
向
よ
り
藍
旗
溝
を
経
て
腰
屯
附

近
迄
来
り
し
も
、
又
牛
荘
方
向
に
帰
れ
り
と

騎
兵
大
隊
は
明
日
牛
荘
方
向
又
斥
候
を
以
て
遼
陽
及
栄
口
方

向
を
捜
索
す

一
月
三
十
一
日

牛
荘
街
道
の
西
部
三
台
子
・
二
台
子
に
敵
兵
な
し

遼
陽
街
道
上
東
煙
台
南
方
高
地
に
敵
歩
三
十
名
、
又
同
高
地
の
西

方
部
落
に
敵
七
八
騎
あ
り
、
土
人
の
言
に
是
等
の
敵
は
乾
線
堡
よ

り
来
る

三
十
日
午
後
五
時
飛
雲
寨
発
、
乃
木
少
将
報
告

間
諜
数
人
を
使
し
得
た
る
報
告
に
よ
れ
ば
営
口
方
向
の
敵
は

少
く
も
二
万
余
り
、
漸
次
南
進
す
る
も
の
の
如
し
、

老
爺

は
敵
の
占
領
す
る
所
と
な
れ
り

本
日
師
団
に
至
り
一
月
十
二
日
の
新
聞
ま
で
を
見
る
、
又
田
中
夘

一
氏
に
面
会
、
フ
ラ
ン
袴
下
一
着
を
買
ふ
、
雑
談
し
て
返
る
、

威
海
衛
の
事
は
本
日
遂
に
何
に
も
な
し
、
待
兼
る

二
月
一
日

二
月
一
日
午
後
一
時
岫
巖
発
、
小
川
少
将
よ
り
左
の
通
報
あ
り

第
二
軍
は
一
月
三
十
日
午
後
前
七
時
よ
り
百
尺
崖
所
及
其
西
南
に

亘
る
高
地
を
攻
撃
し
、
午
後
二
時
頃
に
至
り
同
高
地
の
諸
砲
台
を

占
領
せ
り

敵
の
艦
隊
は
尚
湾
内
に
あ
り
、
第
二
軍
司
令
部
は
其
後
北
部
温
泉

湯
、
第
二
第
六
師
団
は
各
其
占
領
地
に
宿
営
せ
り
、

右
の
電
報
に
て
見
れ
ば
先
づ
人
の
下
あ
ご
を
取
り
た
る
と
同

様
に
し
て
又
口
に
は
水
雷
を
設
け
あ
れ
ば
支
那
艦
隊
は
袋
の

鼠
な
り
、
尚
愈
威
海
衛
を
取
り
し
は
昨
日
な
り
し
か
、
後
便

を
待
つ

本
夕
工
兵
少
佐
小
島
好
□
氏
を
問
ふ
、
同
氏
は
旧
士
官
学
校
の
教

官
当
時
第
一
軍
の
電
信
掛
な
り
と

同
氏
の
談
に
、
朝
鮮
内
地
は
凡
て
朝
鮮
官
吏
に
軍
用
電
信
保

護
を
托
し
た
れ
ば
、
近
時
は
切
る
者
少
し
、
切
る
も
の
あ
ら

ば
朝
鮮
の
地
方
官
を
罪
す
る
条
約
な
り
と
、
清
国
に
て
は
去

る
事
能
は
す
、
故
に
時
に
切
ら
れ
為
め
に
一
日
後
る
る
と
き

は
大
変
な
り
、
一
ヶ
処
切
ら
る
れ
ば
大
抵
二
百
信
位
は
後
る

る
と

善
後
公
署
今
は
第
一
軍
管
民
政
事
務
所
に
て
島
少
佐
の
話

敵
の
捕
虜
を
尋
問
せ
し
と
き
に
長
白
山
の
北
な
る
昔
し
匈
奴

の
馬
賊
の
隊
長
漢
辺
外
ハ
ン
ヘ
ン
ワ
イ
は
五
百
人
を
以
て
去

る
二
十
二
日
に
海
城
を
攻
撃
せ
し
と
き
、
敗
れ
て
部
下
三
百

人
を
殺
せ
り
、
然
る
に
彼
の
依
将
軍
は
一
の
賞
も
な
け
れ
ば
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却
て
敗
兵
な
り
と
て
叱
せ
し
か
ば
、
大
に
怒
り
て
旧
地
に
帰

り
し
と
云

近
頃
は
閑
暇
多
け
れ
ど
寒
気
強
く
外
出
す
る
心
持
も
せ
ず
、
日
々

地
図
を
開
き
て
前
進
の
噂
計
り
な
り
、
先
づ
一
二
説
を
述
べ
ん

一
　
第
五
師
団
は
遼
陽
位
に
て
奉
天
に
は
進
ま
ず
、
奉
天
に

兵
の
多
く
集
る
様
に
し
他
師
団
は
山
海
関
に
向
ふ
事

二
　
第
三
師
団
は
営
口
よ
り
乗
船
錦
州
湾
へ
上
陸
し
山
海
関

に
向
ふ

三
　
第
二
軍
は
山
海
関
の
西
方
へ
上
陸
す
る
事

四
　
陸
行
し
て
山
海
関
に
行
く
事
御
免
、
湿
地
に
て
人
家
少

く
七
十
五
里
の
行
軍
は
い
ら
い

五
　
山
海
関
は
天
下
第
一
之
関
と
云
ひ
、
随
分
堅
固
と
云
、

さ
れ
ど
少
し
北
に
廻
れ
ば
山
路
あ
り
、
之
れ
よ
り
進
め

ば
大
丈
夫

六
　
二
月
中
旬
頃
よ
り
そ
ろ
そ
ろ
雪
融
け
る
行
軍
は
難
儀
に

て
本
道
の
外
は
膝
ま
で
ど
ろ
水
悪
し
く
泥
水
潮
水
の
上

一
望
千
里
の
地

七
　
講
和
よ
ろ
し
い
、
早
く
沢
山
償
金
を
出
し
た
る
上
旅
順

と
威
海
衛
と
は
我
物
に
せ
ば
何
時
で
も
の
ど
を
し
め
ら

る
る
、
又
臺
湾
で
も
よ
し
、
こ
ら
へ
て
や
る

八
　
奉
天
へ
行
く
は
損
な
り
、
行
く
と
き
は
運
搬
に
困
る
、

依
て
早
く
山
海
関
の
後
ろ
へ
上
陸
す
る
工
夫
が
第
一

九
　
営
口
や
牛
荘
は
何
時
で
も
取
れ
る
が
進
ま
ず
し
て
多
数

の
兵
を
我
に
引
き
寄
せ
北
京
に
一
兵
な
き
様
す
る
が
面

白
し
き
計
な
り

十
　
第
二
軍
は
日
本
よ
り
の
運
送
自
在
に
て
兵
卒
一
日
も
食

物
に
苦
労
せ
ず
、
又
旅
順
を
取
り
た
と
て
大
評
判
、
第

一
軍
は
朝
鮮
よ
り
日
々
難
儀
の
目
に
逢
ひ
て
一
つ
も
評

判
に
な
ら
ず
、
第
一
軍
が
鳳
凰
、
海
城
に
来
ら
ね
ば
第

二
軍
は
何
と
も
仕
方
の
な
か
り
し
に
、
然
る
に
、
日
本

に
て
は
其
事
を
思
は
ず
、
又
気
候
は
〇
点
下
三
十
一
度

の
地
に
あ
り
、
第
二
軍
は
暖
か
に
居
る
毎
日
不
平
と
云

ふ
に
は
あ
ら
ざ
る
も
、
浦
山
敷
の
評
判
（
威
海
衛
の
図

省
略
）

宋
慶
来
る
と
云
ふ
も
来
ら
ず
、
山
海
関
近
傍
は
弾
薬
糧
食
の
運
搬

中
な
り
と

何
万
人
の
敵
た
る
も
皆
新
募
兵
多
し

師
団
長
は
過
日
岫
巖
の
軍
司
令
部
に
行
く
、
明
日
帰
ら
る
る
何
の

会
議
に
や二

月
七
日
　
発
信

謹
啓



社会科学　78号（2007 年３月）

222

愈
御
機
嫌
克
被
為
渡
候
御
事
と
奉
存
候
、
私
も
無
事
、
御
安
心
可

被
下
候

威
海
衛
も
思
ひ
の
外
の
落
着
に
て
、
僅
に
偵
察
に
出
せ
し
二
大
隊

に
て
、
一
兵
を
も
損
せ
ず
占
領
せ
し
と
は
夢
の
如
く
に
思
は
れ
、

日
本
に
て
も
祝
酒
一
杯
を
呑
み
そ
こ
な
い
た
る
人
も
有
之
候
や
と

思
ふ
計
り
に
候
、
又
敵
の
軍
艦
は
八
艘
程
威
海
衛
と
劉
公
島
と
の

間
に
散
在
す
と
云
へ
り
、
如
何
に
支
那
人
と
て
む
き
ず
い
け
ど
り

に
は
行
く
ま
い
な
れ
ど
、
先
づ
袋
の
鼠
に
は
相
違
な
く
候
、

右
は
二
月
一
日
の
午
後
一
時
の
出
来
事
に
て
二
月
五
日
に
相

分
り
申
候

蓋
平
に
あ
り
し
乃
木
閣
下
は
一
昨
日
営
口
に
向
け
進
む
、
我
第
二

大
隊
と
第
十
八
聯
隊
の
第
一
大
隊
及
砲
兵
一
中
隊
は
缸
尾
寨
と
高

刊
方
向
よ
り
此
敵
を
脅
威
す
る
為
め
に
出
発
し
た
り
、
又
昨
日
此

方
面
に
砲
声
聞
へ
た
り
、
如
何
な
り
し
や
知
ら
ざ
る
も
多
分
営
口

を
昨
日
は
取
り
見
事
宋
慶
の
二
万
人
を
破
り
し
な
ら
ん
と
思
ふ
、

此
隊
は
佐
藤
大
佐
指
揮
す
辰
次
郎
も
之
に
加
れ
り

昨
日
午
前
八
時
山
縣
中
尉
は
牛
荘
街
道
の
方
へ
斥
候
と
し
て
兵
二

十
三
名
を
率
ひ
出
発
せ
し
が
、
九
時
半
頃
中
央
堡
よ
り
小
馬
頭
に

至
り
し
と
き
此
村
に
清
兵
凡
そ
五
百
騎
兵
五
六
十
も
あ
り
し
、

此
前
に
山
縣
中
尉
は
一
人
の
下
士
に
命
じ
小
馬
頭
の
東
よ
り
せ
し

め
自
分
は
西
南
よ
り
入
ら
ん
と
す
る
と
き
、
先
づ
兵
二
名
を
先
行

せ
し
め
、
自
分
其
跡
に
次
で
小
馬
頭
に
入
り
、
村
外
れ
の
土
人
に

清
兵
居
る
や
と
聞
き
し
に
、
居
ら
ず
と
答
へ
た
り
、

又
東
よ
り
入
し
下
士
斥
候
は
敵
を
見
付
け
た
れ
ば
居
る
と
山
縣
へ

知
ら
せ
し
が
、
山
縣
は
聞
か
ず
し
て
無
理
に
村
内
へ
入
り
一
人
の

兵
に
命
じ
土
塀
よ
り
内
を
見
せ
し
め
た
れ
ば
、
清
兵
凡
そ
二
十
名

計
り
も
休
み
居
り
た
り
、
我
兵
を
見
る
や
何
事
か
云
ふ
と
見
れ
ば

直
に
二
十
人
は
銃
を
向
け
て
射
撃
す
、
山
縣
の
先
き
へ
行
き
し
兵

は
此
声
を
聞
き
た
れ
ば
後
へ
還
る
事
は
出
来
ず
、
其
内
敵
は
喇
叭

を
吹
き
た
れ
ば
二
三
百
の
清
兵
と
六
十
騎
の
敵
は
山
縣
等
を
三
方

よ
り
取
囲
み
た
り
、
山
縣
は
軍
刀
を
抜
き
て
斬
り
か
か
り
た
れ
ど

大
勢
に
小
勢
其
内
に
数
百
の
敵
は
四
方
を
囲
み
た
れ
ば
山
縣
等
は

如
何
な
り
け
ん
、
其
儘
生
死
不
明
と
な
れ
り

山
縣
中
尉
に
従
ひ
た
る
下
士
兵
卒
は
敵
の
射
撃
の
為
め
進
む
を
得

ず
、
又
山
縣
は
敵
と
凡
そ
二
十
米
突
（
十
間
位
）
ま
で
近
寄
り
軍

刀
を
抜
き
居
る
を
見
た
れ
ど
、
是
れ
又
救
ふ
事
を
得
ず
、
皆
々

散
々
に
迯
げ
帰
り
た
り
（
此
内
一
人
は
遂
に
敵
丸
に
中
り
途
中
に

死
す
と
云
）

此
の
射
撃
を
聞
き
た
る
我
騎
兵
は
進
み
た
れ
と
小
馬
頭
の
敵
は
遂

に
牛
荘
の
方
へ
退
却
せ
り
、
其
跡
で
土
人
に
聞
き
漸
く
一
人
の
兵

を
殺
し
て
埋
め
あ
り
し
所
を
知
れ
り
、
さ
れ
ど
自
分
の
物
品
は
一

も
な
く
、
又
首
も
な
し
（
其
兵
の
名
は
今
忘
る
）、
外
二
人
は
（
山
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縣
と
も
）
持
ち
去
り
し
と
定
め
て
討
死
せ
し
な
ら
ん

村
山
大
尉
は
此
事
を
聯
隊
長
に
報
告
す
る
や
、
聯
隊
長
は
大
に
怒

り
、
何
故
兵
卒
は
山
縣
を
助
け
ざ
り
し
や
等
と
云
は
れ
、
是
非
山

縣
の
死
が
い
を
取
戻
せ
と
云
は
れ
、
昨
夜
第
一
中
隊
の
一
小
隊
は

夜
行
し
て
小
馬
頭
の
方
向
に
進
み
た
り
、
其
後
の
事
は
今
不
分
明

な
り
、

全
く
将
校
等
の
清
兵
を
あ
な
ど
る
よ
り
し
て
冒
険
な
事
を
な
す
に

よ
る
と
は
云
へ
、
実
に
山
縣
中
尉
も
無
残
な
最
後
を
遂
げ
た
り

唯
今
ま
で
は
生
死
不
明
と
云
ふ
な
れ
ど
無
論
自
ら
死
せ
し
か
又
は

殺
さ
れ
し
に
相
違
な
か
る
べ
し

此
小
馬
頭
は
我
前
哨
線
の
前
方
凡
そ
一
里
半
位
の
所
に
て
、
今
二

三
日
敵
は
牛
荘
よ
り
爰
に
進
み
来
り
し
な
り
、
依
克
唐
阿
将
軍
の

部
下
凡
そ
二
千
人
位
な
り
と
云

右
申
上
候
、
本
日
は
日
記
不
差
上
、
只
急
変
の
事
を
申
上
候
、

気
候
は
漸
々
暖
に
相
成
申
候
、
〇
点
下
三
四
度
位
に
候
、
至
て
無

事
健
康
に
候
、

頓
首
謹
言

二
月
　
八
日

金
蔵

父
上
様
　
　
　
　
皆
々
に
も
御
聞
せ
被
下
度
候

二
月
　
九
日
　
　
発
信

二
月
三
日

本
日
郵
便
を
出
し
翌
日
も
亦
一
通
を
出
し
た
り
、
共
に
家
事
用

明
日
営
口
街
道
に
下
士
斥
候
を
出
さ
る

英
国
タ
イ
ム
ス
新
聞
記
者
営
口
方
向
よ
り
来
り
我
師
団
に
附
属
す

明
日
よ
り
衛
兵
一
般
に
小
夜
食
を
給
す
、
パ
ン
か
ま
ん
じ
ょ
う
の

類
二
月
四
日
（
前
哨
）

牛
荘
方
向
の
敵
状
次
の
如
し

午
前
十
時
頃
小
莫
屯
よ
り
円
瓢
子
に
向
て
敵
の
歩
兵
約
七
八
十

名
前
進
す
、
円
瓢
子
よ
り
は
前
進
せ
す
、
円
瓢
子
東
端
の
土
壁

に
は
銃
眼
を
穿
ち
あ
り
、
土
人
の
言
に
大
莫
屯
に
は
敵
の
歩
兵

一
千
人
あ
り
耿
庄
子
に
は
歩
兵
二
千
人
依
将
軍
も
茲
に
あ
り
と

本
日
我
斥
候
は
馬
富
屯
に
於
て
小
銃
三
梃
拳
銃
三
挺
軍
刀
一
振

を
分
捕
せ
り
、
普
頼
屯
街
道
土
人
の
言
に
と
う
ご
う
堡
に
は

（
牛
荘
と
安
山
店
に
至
る
道
路
の
北
に
あ
り
）
清
兵
の
負
傷
者
四

百
あ
り
、
新
暦
二
十
八
日
此
地
に
来
る
多
分
去
る
二
十
二
日
の

戦
に
て
負
傷
せ
し
な
ら
ん

明
日
牛
荘
・
営
口
及
馬
富
屯
方
向
に
騎
兵
を
出
さ
る

本
日
旅
団
よ
り
出
さ
れ
し
騎
兵
の
報
告
に
は
缸
瓦
寨
及
コ
ー
リ

ュ
ウ
ト
ン
近
傍
に
は
敵
な
し
、

本
日
東
本
願
寺
の
特
派
教
師
海
城
へ
来
る
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第
二
大
隊
は
第
十
八
聯
隊
の
一
大
隊
と
共
に
二
泊
の
預
定
に
て

コ
ー
リ
ュ
ウ
ト
ン
附
近
に
て
敵
を
牽
制
す
る
為
め
佐
藤
大
佐
引

率
出
発
す
、
砲
一
中
隊
之
に
属
す
、
是
は
蓋
平
よ
り
営
口
に
向

ふ
乃
木
旅
団
の
運
動
を
容
易
な
ら
し
む
る
為
め
な
り
と
云

本
日
午
前
十
時
頃
諸
兵
連
合
の
敵
凡
そ
六
百
人
四
台
子
よ
り
海

城
方
向
へ
前
進
す

本
日
威
海
衛
の
報
あ
り
、
已
に
前
便
に
述
べ
た
り
略
す

二
月
五
日

本
日
午
前
十
時
三
十
分
敵
の
歩
兵
六
百
名
・
騎
兵
五
十
名
・
砲
二

門
は
四
台
子
よ
り
前
進
し
来
り
、
其
一
部
は
東
部
三
台
子
に
入
り

目
下
停
止
し
前
進
の
模
様
な
し

二
月
六
日
（
前
哨
）

支
那
人
に
て
銀
貨
の
贋
造
を
な
す
も
の
あ
り
し
由

佐
藤
大
佐
報
告
　
蓋
家
屯
発

小
馬
頭
に
出
で
し
斥
候
報
告

午
後
一
時
三
十
分
頃
、
斥
候
は
小
馬
頭
に
着
す
、
敵
兵
な
し
、
該

村
西
端
森
林
に
敵
騎
二
名
あ
り
し
も
退
却
せ
り
、
土
人
の
言
に
敵

の
歩
兵
昨
日
昼
頃
百
八
十
名
四
台
子
よ
り
来
り
、
同
村
東
端
に
宿

泊
せ
り
、
今
朝
敵
騎
十
四
五
名
往
来
し
、
今
朝
日
本
兵
と
交
戦
し

十
時
頃
退
却
せ
り
と
（
是
れ
は
山
縣
中
尉
の
戦
死
の
事
な
り
）

第
六
聯
隊
第
一
中
隊
の
二
等
卒
石
井
喜
太
郎
の
屍
小
馬
頭
の
中
央

の
北
端
な
る
寺
の
処
に
あ
り
、
首
級
及
手
な
し
、
其
他
所
持
品
一

品
も
な
し
、
依
て
屍
を
土
中
に
埋
め
置
け
り
、
土
人
の
曰
く
他
の

二
名
は
支
那
兵
荷
ひ
行
け
り
と
云
へ
り

総
て
敵
は
牛
荘
へ
退
却
せ
り

序
に
曰
く
、
山
縣
中
尉
は
本
日
午
前
七
時
蘓
家
堡
の
前
哨
中
隊

よ
り
出
発
し
、
下
士
二
名
・
兵
二
十
一
名
を
率
ひ
て
中
央
堡
に

至
り
、
土
人
に
敵
は
小
馬
頭
に
居
ら
ず
や
と
問
へ
ば
清
兵
不
在

と
答
へ
た
り
、
依
て
下
士
一
名
兵
若
干
よ
り
小
馬
頭
の
東
南
よ

り
進
め
自
ら
西
方
よ
り
行
き
し
に
、
村
の
中
程
に
て
敵
の
為
め

に
不
意
を
襲
は
れ
し
な
り

下
士
兵
卒
は
之
を
見
て
皆
逃
げ
し
も
、
山
縣
は
に
げ
道
な
く
、

依
て
軍
刀
を
以
て
戦
ひ
し
も
及
ば
ず
丁
度
股
に
一
つ
の
弾
丸
を

受
け
腰
に
□
□
□
の
如
き
槍
の
先
の
如
き
も
の
折
れ
込
み
あ
り

（
之
は
火
葬
の
と
き
見
付
け
た
り
）
又
軍
服
の
上
よ
り
腹
に
か
け

縦
に
き
り
き
ず
あ
り
、
多
分
自
分
が
突
き
し
も
の
な
ら
ん

又
山
縣
の
屍
は
首
な
く
右
手
く
び
と
左
う
で
な
し
、
又
靴
な
し

連
隊
長
は
大
に
怒
り
、
其
夜
直
に
第
一
中
隊
牧
少
尉
に
命
じ
、
小

馬
頭
に
至
り
、
山
縣
の
屍
を
取
戻
し
に
進
ま
し
む
、
依
て
第
三
中

隊
は
前
哨
な
れ
ば
、
共
に
兵
を
出
し
小
馬
頭
に
至
り
し
も
、
山
縣

の
屍
を
見
ず
、
各
家
に
就
て
土
人
を
起
し
聞
き
、
漸
く
四
台
子
に

至
る
道
に
て
屍
体
を
見
付
け
た
り
、
軍
服
を
上
に
掛
け
て
雪
に
て
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假
り
埋
し
て
あ
り
し
か
ど
も
、
前
記
の
処
は
牛
荘
に
持
ち
行
き
し

由
に
て
見
当
ら
ず
、
翌
朝
已
む
な
く
屍
を
持
ち
海
城
へ
帰
る

他
一
人
の
兵
は
牛
荘
へ
連
れ
引
か
れ
し
と
見
へ
屍
体
も
な
く
遂
に

今
以
て
分
ら
ず
、
嗚
呼
上
官
の
危
を
見
て
助
け
ざ
り
し
下
士
兵
卒

等
は
如
何
処
分
な
る
べ
き
か
、
せ
め
て
十
人
も
共
に
山
縣
と
死
し

た
ら
ん
に
は
隊
の
名
誉
に
も
あ
る
に
、
左
あ
ら
ず
し
て
小
隊
長
を

見
捨
て
逃
れ
し
と
は
実
に
た
の
み
甲
斐
な
き
兵
卒
下
士
に
こ
そ
と

一
般
に
批
評
す
る
所
な
り

山
縣
の
死
に
就
て
は
土
人
の
言
も
一
定
せ
ず
、
或
は
戦
ひ
中
に
丸

に
中
り
出
血
し
つ
つ
倒
れ
し
を
支
那
兵
荷
ひ
て
両
手
を
張
り
は
り

つ
け
に
し
て
殺
せ
し
と
云
ひ
又
自
ら
首
を
突
き
腹
を
切
り
し
と
云

ひ
、
色
々
な
れ
ど
も
迚
も
角
自
分
も
死
を
極
め
土
の
小
高
き
所
を

楯
と
し
軍
刀
に
て
四
方
八
方
を
切
り
ま
く
り
清
兵
も
近
づ
け
ざ
り

し
は
真
実
な
ら
ん
、
お
め
お
め
生
な
が
ら
に
殺
さ
れ
し
事
は
あ
る

ま
じ
、
或
は
呼
吸
の
絶
へ
ず
あ
る
間
に
殺
せ
し
か
は
分
明
な
ら
ざ

れ
ど
も
、
ま
さ
か
覚
へ
あ
る
程
の
苦
み
を
感
ず
る
が
如
き
事
で
は

な
か
る
べ
し
と
思
は
る

以
上
は
自
分
は
見
又
は
聞
き
し
事
を
記
す
の
み
に
て
先
便
と
御
引

合
せ
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
の
兵
卒
や
他
隊
の
者
に
は
士
気
に

関
係
す
れ
ば
詳
に
は
申
さ
ず

又
特
旨
叙
位
の
為
め
に
死
□
□
□
□
□
□
□
な
る
も
、
七
日
に
屍

は
火
葬
せ
り
、
未
だ
九
日
は
祭
典
を
な
さ
ず
、（
親
族
の
人
に
は
聞

か
し
た
し
、
又
聞
し
た
く
な
い
憐
れ
の
限
り
な
り
）、
又
山
縣
中
尉

に
敵
兵
居
ら
ず
と
云
ひ
し
土
人
を
捕
へ
ん
為
め
兵
を
出
せ
し
も
見

当
た
ら
ず
、
已
む
を
得
ず
近
傍
に
居
り
し
土
人
を
連
れ
来
り
取
調

べ
中
な
り

此
日
郵
便
を
出
す
（
日
附
け
を
間
違
へ
ま
し
た
）

二
月
七
日

騎
兵
斥
候
報
告

西
三
台
子
及
二
台
子
、
岳
家
屯
、
小
台
子
、
東
高
刊
に
は
敵
兵
な

し
、
土
人
の
言
に
清
暦
十
二
月
二
十
四
五
日
田
庄
台
に
あ
り
し
一

万
余
の
敵
兵
は
牛
荘
に
前
進
せ
り
と

第
三
大
隊
は
第
十
二
中
隊
と
一
小
隊
の
外
皆
海
城
に
来
る

大
谷
本
願
寺
、
本
派
本
願
寺
、
浄
土
宗
の
僧
海
城
へ
来
る
、
こ
れ

か
ら
死
者
も
念
仏
を
受
け
て
往
生
す
る
で
し
ょ
ー
、
又
説
教
も
す

る
と
云

浄
土
宗
臨
時
賑
恤
部
よ
り
宝
丹
一
個
を
送
る
南
無
あ
り
が
た
や

軍
事
費
は
軍
司
令
部
に
て
扱
ひ
師
団
に
て
は
一
時
振
替
す
る
と
云

ふ
事
に
な
り
し

一
等
軍
曹
時
廣
倉
次
郎
曹
長
と
な
り
第
六
中
隊
附
と
な
る
、

二
等
軍
曹
と
な
り
し
も
の
は
、
上
月
藤
次
郎
に
て
矢
張
り
第
八
中

隊
附
、
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二
月
八
日

威
海
衛
の
景
況

四
日
、
第
二
第
三
の
水
雷
艇
は
突
入
の
後
東
口
防
塞
の
切
目
よ
り

入
り
、
敵
の
艦
隊
を
襲
撃
し
、
定
遠
は
慥
に
破
壊
し
、
濟
遠
も
或

は
具
を
破
り
し
の
疑
あ
り
、
又
昨
夜
も
第
一
水
雷
艇
突
入
の
後
東

口
防
塞
の
切
目
よ
り
進
入
し
第
二
十
三
号
及
第
一
号
に
て
七
発
の

水
雷
を
発
し
致
遠
威
遠
及
砲
艦
一
艘
を
沈
没
せ
し
め
た
り
、
我
水

雷
艇
は
艦
も
人
も
無
事
、
明
日
は
陸
上
砲
台
と
協
同
し
、
日
島
及

劉
公
島
東
端
の
砲
臺
を
破
壊
せ
ん
と
す
、
委
細
は
郵
便
と
要
港
部

よ
り
通
信
あ
り

右
通
知
に
及
ぶ

八
日
午
前
　
小
川
参
謀
長
発
、
同
午
前
十
時
五
十
分
届

□
□
北
洋
艦
隊
の
始
末
は
次
の
如
し

□
□
□
□
□
遠
　
△
来
遠
　
▲
陪
遠
　
済
遠
　
□
□
□
□
　
操
江

△
廣
乙訓

示

敵
の
北
洋
水
師
も
威
海
衛
に
於
て
殆
ど
全
滅
せ
り
、
今
後
我
陸
戦

に
於
て
は
一
層
戒
心
を
加
へ
、
作
戦
に
瑕
瑾
な
き
を
要
す
、
此
旨

趣
部
下
に
注
意
あ
ら
ん
事
を
希
望
す

明
治
二
十
八
年
二
月
八
日

第
一
軍
司
令
官
　
野
津
　
道
貫

陸
軍
三
等
軍
医
永
井
堤
蔵
、
第
六
聯
隊
第
一
大
隊
附
軍
医
と
な
る

告
示

参
謀
総
長
の
重
任
た
る
、
平
時
に
あ
り
て
已
に
然
り
、
況
や
外
国

と
交
戦
の
日
に
於
て
お
や

昨
年
清
国
と
開
戦
已
来
我
軍
の
頻
り
に
克
捷
を
奏
す
る
や

大
元
帥
陛
下
の
聖
威
聖
徳
と
将
校
・
下
士
卒
の
忠
勇
と
に
よ
る
と

雖
、
前
総
長
経
営
参
畫
の
力
寔
に
其
多
き
に
居
る
、
而
し
て
不
幸

中
道
に
し
て
薨
去
せ
り
、
不
肖
彰
仁
を
し
て
之
を
此
職
に
受
け
し

め
ら
れ
、
恐
懼
の
至
に
堪
へ
す
、
然
れ
と
も
勅
旨
の
厳
な
る
敢
て

固
辞
す
る
を
得
ず
、
茲
に
謹
て
之
を
拝
受
し
、
将
に
拮
据
勉
励
専

ら
大
元
帥
陛
下
の
大
命
を
遵
奉
し
、
前
総
長
の
規
畫
に
率
由
し
、

皇
猷
を
翼
賛
せ
ん
と
す
、
須
く
此
意
を
体
悉
し
事
細
大
と
な
く
、

毎
に
彰
仁
の
ふ
て
い
（
不
逮
か
）
を
補
け
以
て
彰
仁
を
し
て
奉
ず

る
所
の
任
務
を
全
ふ
せ
し
め
ん
事
を
切
望
す

明
治
二
十
八
年
一
月
二
十
六
日

参
謀
総
長
　
　
彰
仁
　
親
王

野
津
第
一
軍
司
令
官

去
る
七
日
師
団
附
の
二
等
書
記
加
藤
亮
よ
り
日
本
酒
及
び
ア
ヒ
ル
、

醤
油
エ
キ
ス
を
受
く
、
全
く
同
縣
人
の
ち
な
み
に
て
岡
崎
亀
彦
と

は
時
々
来
往
す

追
送
と
し
て
牛
カ
ン
ヅ
メ
一
個
、
梅
干
少
々
、
毛
糸
の
づ
き
ん
送

り
し
人
あ
り
と
見
へ
、
島
田
中
尉
の
許
に
来
る
、
然
る
に
島
田
君
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は
已
に
内
よ
り
送
れ
り
、
さ
れ
ば
我
に
あ
ら
ず
や
と
云
は
れ
し
も
、

送
ら
れ
し
二
つ
の
内
一
包
到
着
せ
ず
、
さ
れ
ば
是
れ
な
り
や
、
何

分
皆
解
け
あ
り
（
厳
重
の
荷
造
り
な
れ
ば
と
け
ず
）
誰
な
る
や
分

ら
ず
、
一
度
御
問
合
せ
申
候

気
候
は
漸
々
暖
と
な
り
、
海
城
内
道
路
の
雪
と
け
か
か
る
、
さ
れ

ど
二
尺
以
上
の
氷
な
れ
ば
野
な
ど
は
中
々
雪
と
け
ず

前
進
の
風
評
あ
れ
ど
未
だ
前
進
せ
ず
、
或
は
牛
荘
よ
り
遼
陽
奉
天

へ
進
む
な
ど
云
ふ
如
何
に
や
分
ら
ず

久
居
及
上
村
、
大
佐
中
村
、
東
京
の
川
崎
、
吉
武
甲
子
男
へ
郵
便

出
す
、
何
れ
も
一
通
も
来
ら
ず
、
新
聞
も
一
月
十
五
日
以
後
未
だ

一
つ
も
来
ら
ず
、
見
ず

十
二
月
廿
九
日
出
御
書
面
拝
見
已
後
未
だ
来
ら
ず

賑
兵
部
よ
り
た
ば
こ
と
フ
ラ
ン
の
腹
巻
来
る

夏
服
は
補
充
隊
よ
り
送
ら
る
る
と
き
夏
袴
と
夏
襦
袢
袴
下
各
二
つ

づ
ゝ
送
ら
れ
た
し
、
夏
の
上
衣
は
不
用

是
は
青
山
君
に
問
合
せ
ら
る
れ
ば
分
明
な
り

同
じ
包
に
食
物
菓
子
な
れ
ば
送
ら
れ
た
し
、
其
他
は
不
用
、
日
本

酒
又
は
ぶ
ど
う
酒
等
の
ビ
ン
な
れ
ば
堅
く
わ
ら
に
て
包
み
二
三
本

以
上
も
願
ひ
升

戦
地
に
て
の
楽
み
は
、
第
一
に
食
物
と
飲
み
物
、
第
二
に
手
紙
又

は
新
聞
、
又
は
小
説
本
、
此
外
は
何
と
か
致
し
て
居
り
ま
す
、

吹
け
ば
飛
ぶ
夏
の
蠅
の
如
き
清
兵
は
盗
人
を
見
て
な
わ
を
な
う
と

同
様
に
日
々
牛
荘
方
向
に
て
射
撃
の
稽
古
と
練
兵
と
見
へ
て
ぽ
ん

ぽ
ん
音
す
れ
ど
、
少
し
も
進
む
模
様
な
く
、
全
く
無
茶
苦
茶
に
土

人
を
募
り
兵
と
な
し
、
之
に
戦
争
の
事
を
教
へ
る
事
と
見
へ
る
、

寒
稽
古
中
々
御
苦
労
と
は
歩
哨
に
立
て
た
る
兵
卒
等
の
口
々
の
悪

口
な
り

さ
れ
ど
少
数
の
兵
と
見
れ
ば
村
中
に
隠
れ
て
居
り
、
山
縣
の
如
き

事
を
な
す
な
れ
ば
油
断
は
少
し
も
出
来
ず
、
一
段
に
用
心
を
す
る

事
と
な
れ
り
、
斥
候
な
ど
は
別
し
て
然
り
、
我
野
砲
も
近
日
到
来

す
、
嗚
呼
こ
れ
に
て
鬼
に
鉄
棒
な
る
戦
争
を
な
す
事
な
ら
ん
と
存

候補
充
兵
は
不
日
に
到
着
す
る
と
存
候

岡
本
少
佐
は
全
快
せ
ら
れ
た
り

近
頃
前
哨
に
多
く
当
り
、
日
記
も
怠
り
候
、
爾
後
は
詳
し
く
記
す

べ
く
候

支
那
人
の
奇
風
等
は
多
く
あ
り
升
、
故
に
別
に
帳
面
へ
書
き
止
め

た
れ
ば
後
日
の
序
に
送
り
申
べ
く
候

講
和
使
の
事
も
立
消
同
様
な
り
、
北
京
ま
で
は
進
む
が
宜
し
い
、

迚
て
も
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
坊
主
が
我
國
の
望
む
所
の
金
は
惜
く
て
出

さ
ね
ば
、
北
京
迄
も
取
る
が
よ
い
と
一
般
兵
卒
ま
で
の
奮
発
、
さ

れ
ど
中
に
は
腰
の
弱
き
人
も
あ
り
、
早
く
帰
り
た
い
と
云
ふ
声
も
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聞
ゆ
聞
き
悪
い
、
糧
食
は
五
ヶ
月
分
は
積
み
込
み
た
り
、
先
づ
六

合
の
米
に
有
付
き
た
り
、
以
上
申
上
候

廿
八
年
二
月
九
日
　
記
す

清
国
盛
京
省
海
城
　
　
金
蔵

父
上
様

例
の
通
り
皆
々
へ
御
聞
せ
下
さ
れ
度
候

二
月
十
九
日
　
発
信
　
　
海
城
よ
り

二
月
九
日
一
昼
差
出
し
日
記
九
日
ま
で
を
記
し
候

二
月
十
日
　
午
後
五
時
十
分
岫
巖
発
　
同
二
十
分
海
城
着

唯
今
大
本
営
よ
り
左
の
報
告
あ
り
た
り

本
月
六
日
我
艦
隊
は
陸
上
砲
台
（
艦
隊
の
陸
戦
隊
に
て
海
岸

砲
台
を
使
用
す
る
も
）
と
協
力
し
日
島
及
劉
公
島
を
破
壊
す

る
の
計
劃
に
て
陸
上
砲
台
よ
り
射
撃
せ
し
内
、
敵
の
水
雷
艇

十
余
艘
港
外
に
出
て
来
る
、
第
一
遊
撃
隊
之
を
追
撃
し
て
遂

に
龍
門
港
（
芝
罘
の
隣
の
港
な
り
）
に
於
て
破
壊
、
若
く
は

乗
り
上
げ
の
為
め
不
用
に
帰
せ
し
め
た
り
、
又
我
砲
撃
の
為

め
日
東
砲
台
の
火
薬
庫
を
破
裂
せ
し
め
た
る
を
以
て
目
下
敵

の
砲
台
は
劉
公
島
に
あ
る
も
の
の
み
と
な
れ
り

敵
情
、
本
日
午
前
九
時
三
十
分
我
騎
兵
は
下
河
加
（
海
城
の
西
一

里
半
）
西
端
に
敵
の
歩
兵
約
十
五
名
と
出
會
し
、
射
撃
を
受
け
た

り
、
而
し
て
敵
の
歩
兵
は
正
午
頃
ま
で
前
進
せ
ず
、
敵
の
主
部
は

缸
瓦
塞
に
あ
る
も
の
ゝ
如
し
、
其
兵
力
詳
な
ら
す
、
又
土
人
の
言

に
缸
瓦
塞
へ
は
営
口
方
向
よ
り
敵
兵
到
着
し
、
又
高
刊
附
近
に
も
、

敵
兵
現
在
す
と
、
其
兵
数
に
至
り
て
は
明
答
す
る
も
の
な
し
、

山
縣
中
尉
正
七
位
と
な
る
（
報
告
に
は
二
月
八
日
ま
で
は
負
傷
、

二
月
八
日
に
死
亡
と
な
す
）

増
田
少
尉
及
辰
次
郎
は
二
月
七
日
歩
兵
中
尉
と
な
る

山
田
寅
吉
中
尉
十
二
月
十
八
日
従
七
位
と
な
る

酒
井
、
野
元
、
牧
、
菅
沼
、
吉
田
少
尉
は
十
二
月
十
八
日
附
正
八

位
と
な
る

第
一
軍
司
令
官
よ
り
達

各
隊
一
等
卒
の
数
は
今
回
戦
役
中
は
現
役
兵
現
在
人
員
の
央
ま
で

は
充
す
も
差
支
へ
な
し
、

明
日
紀
元
節
に
付
将
校
以
下
一
般
酒
一
合
づ
ゝ
渡
る
、
又
国
旗
を

立
て
る
事

川
崎
・
柴
山
・
青
山
・
柴
田
の
遺
族
へ
十
円
づ
ゝ
送
遣
承
知
せ
り

缸
瓦
塞
に
あ
る
敵
兵
左
の
如
し

歩
兵
千
五
百
人
　
馬
隊
三
百
　
砲
四
門

小
馬
頭
に
は
敵
兵
な
し
、
土
人
の
言
に
西
三
台
子
に
二
三
百
人
の

敵
兵
あ
り二

月
十
一
日

騎
兵
大
隊
は
明
日
営
口
及
旗
堡
方
向
へ
一
部
隊
を
出
し
捜
索
せ
し
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む
、
第
三
大
隊
よ
り
一
小
隊
を
騎
兵
に
附
属
し
旗
堡
街
道
に
至
ら

し
む

前
哨
線
で
支
那
人
の
通
行
を
禁
ず
（
許
可
せ
し
者
の
外
）

敵
情
、
昨
十
日
午
後
二
時
頃
徐
邦
道
は
准
楚
二
軍
を
率
ひ
缸
瓦
塞

へ
到
着
せ
り
、

蓋
家
屯
及
上
加
河
・
下
加
河
に
は
清
兵
土
人
の
服
を
着
て
埋
伏
せ

り
、
斥
候
は
注
意
を
要
す
と

昨
日
我
斥
候
下
加
河
に
於
て
貧
し
き
老
人
に
清
兵
の
有
無
を
問
ひ

た
る
に
、
彼
指
示
し
て
清
兵
あ
り
と
の
意
を
示
し
た
り
、
依
て
我

斥
候
は
直
に
退
却
せ
り
、
最
近
の
一
清
兵
之
を
見
認
め
該
老
人
を

捕
縛
し
去
る

野
砲
を

甲
山
へ
据
へ
る
（
明
日
）
是
は
先
つ
四
門
に
し
て
後
に

六
門
と
な
る
筈
な
り
、
第
一
師
団
と
第
五
師
団
の
後
備
砲
兵
に
し

て
豫
備
砲
厰
の
者
な
り
、
先
般
鴨
緑
江
の
と
き
用
ひ
し
品
に
て
二

門
は
鳳
凰
城
へ
、
他
は
当
地
へ
送
り
来
れ
り
、
長
は
秋
元
砲
兵
少

佐
と
す

明
日
よ
り
海
城
に
て
為
替
も
取
り
扱
ふ

師
団
の
田
中
軍
吏
よ
り
葡
萄
酒
一
本
を
受
く
（
ね
だ
り
て
）
此
酒

は
氷
り
て
其
風
味
は
脱
出
せ
り
、
甚
だ
し
き
は
口
栓
の
飛
出
し
あ

る
も
の
あ
り
、
醗
酵
せ
し
か
、
又
は
氷
の
為
め
に
蒸
発
散
せ
し
か

日
本
酒
を
加
藤
亮
と
云
ふ
預
備
の
二
等
書
記
（
伊
勢
の
人
）
よ
り

送
り
来
る
、
丁
度
析
木
城
よ
り
大
塚
書
記
尋
ね
に
ま
い
り
た
れ
ば

同
人
へ
ふ
る
ま
ひ
た
り
、
同
人
も
一
等
書
記
（
曹
長
相
当
）
と
な

れ
り
、
煙
草
二
百
本
、
鶏
一
羽
持
来
る
気
毒
の
事
な
り
、
同
人
は

十
三
日
又
析
木
へ
帰
れ
り

二
月
十
二
日

二
月
九
日
附

第
三
大
隊
長
酒
井
元
太
郎
任
陸
軍
歩
兵
中
佐
第
一
軍
兵
站
指
令
官

と
な
ら
る
、
岫
巖
在
勤

任
歩
兵
少
佐
第
六
聯
隊
第
三
大
隊
長

│
奥
宮
大
尉

歩
兵
大
尉
高
木
彜
次
郎
（
第
十
一
中
隊
長
）
は
聯
隊
副
官
代
理
と

な
る

歩
兵
中
尉
那
須
仙
太
郎
（
第
四
中
隊
附
）
は
第
十
一
中
隊
附
と
な

る捜
索
は
矢
張
り
旗
堡
及
缸
瓦
塞
の
方
向

不
潔
物
の
清
拭
掃
を
な
す
べ
し
、
此
事
後
に
記
す

十
二
月
廿
七
日
出
の
御
手
紙
着
す
、
大
後
れ
な
り
、
但
し
拝
見
仕

候
て
安
心
仕
候

二
月
十
三
日
　
（
前
哨
に
出
づ
一
小
隊
を
以
て
）

騎
兵
の
一
部
は
明
日
旗
堡
街
道
よ
り
牛
荘
及
高
台
堡
方
向
を
捜
索

す
、
第
三
大
隊
よ
り
一
小
隊
を
出
し
附
属
せ
し
む

缸
瓦
塞
東
燎
火
に
敵
な
し
、
東
燎
火
土
人
の
言
に
老
君
屯
に
歩
兵
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三
百
砲
二
門
、
騎
兵
三
十
あ
り

此
外
歩
兵
六
百
名
あ
り
、
又
今
朝
十
六
騎
東
燎
火
よ
り
西
燎
火
に

至
れ
り
と
、
缸
瓦
塞
に
は
敵
な
し

二
月
十
四
日
午
前
一
時
十
分
岫
巖
發
同
二
時
海
城
着

十
二
日
威
海
衛
に
於
て
敵
の
一
砲
艦
白
旗
を
挙
げ
て
来
り
、
軍
艦

兵
器
砲
台
等
総
て
差
出
に
付
、
軍
人
外
国
人
人
民
の
生
命
を
救
け

ら
れ
た
き
旨
願
出
で
た
り
と

明
日
牛
荘
方
向
の
敵
を
旗
堡
街
道
よ
り
偵
察
す
、
第
三
中
隊
よ
り

掩
護
兵
を
出
す

二
月
十
五
日

本
日
山
縣
中
尉
の
葬
式
を
行
ふ
、
本
願
寺
の
僧
三
名
経
を
読
む
、

此
僧
は
洋
服
の
上
に
こ
ろ
も
を
着
し
帽
子
（
此
僧
は
蕎
麦
山
に
て

読
経
中
雪
あ
り
し
が
、
白
ぼ
う
ず
と
な
り
、
耳
は
れ
た
れ
ど
も
終

る
ま
で
は
帽
を
か
ぶ
ら
ず
中
々
熱
心
に
読
経
せ
り
と
聞
け
り
）
を

用
ひ
居
れ
り
、
中
々
殊
賞
に
も
え
こ
う
道
具
は
一
切
持
来
れ
り
、

海
城
の
東
に
あ
る
蕎
麦
山
へ
葬
れ
り
、
会
葬
に
は
勤
務
の
為
め
に

行
く
を
得
ず
、
櫻
、
蓮
花
、
菊
の
作
り
物
を
送
り
た
り
（
当
中
隊

よ
り
）
又
将
校
は
十
円
を
第
一
大
隊
よ
り
出
す
、
万
事
盛
大
に
葬

ら
れ
た
り

昨
夜
雪
ふ
る
、
又
五
寸
計
積
り
た
り

序
に
記
す
、
四
五
日
以
前
よ
り
格
別
暖
気
に
て
道
路
及
畑
は

始
め
て
土
色
を
見
し
為
め
に
雪
中
に
埋
れ
た
る
人
馬
の
糞
及

塵
埃
は
一
度
に
見
は
れ
、
殊
に
道
路
は
雪
ど
け
の
為
め
に
洪

水
の
如
き
有
様
な
る
に
、
糞
は
解
け
て
水
は
全
く
く
そ
つ
ぽ

の
内
の
如
く
不
潔
云
ん
方
な
く
、
臭
気
甚
だ
し
、
日
本
人
の

如
き
潔
癖
あ
る
も
の
に
は
一
日
も
生
活
す
る
能
は
ず
、
又
熱

病
の
原
因
と
な
れ
ば
、
俄
か
に
穴
を
堀
り
又
は
溝
を
堀
り
て

水
さ
ら
へ
を
な
す
等
大
掃
除
を
な
し
た
り
、
然
る
に
昨
夜
夕

刻
よ
り
雨
ふ
り
た
れ
は
今
日
は
又
々
大
水
な
ら
ん
と
思
ひ
の

外
十
時
頃
よ
り
雪
と
な
り
、
日
本
に
て
は
と
て
も
積
ま
ざ
る

雪
な
る
が
、
当
地
に
て
は
今
朝
ま
で
に
何
の
苦
も
な
く
一
尺

計
り
も
積
り
、
折
角
掃
除
せ
し
所
も
又
雪
に
埋
め
ら
れ
た
り

土
質
一
般
に
泥
に
し
て
先
づ
深
き
所
は
日
本
の
泥
田
の
如
き

も
の
に
し
て
格
別
に
畑
は
全
く
の
泥
田
な
り
、
道
路
に
て
も

河
川
に
て
も
畑
に
て
も
凹
み
た
る
所
は
池
の
如
く
日
本
に
て

如
何
に
悪
き
道
に
て
も
当
地
の
雪
ど
け
の
道
路
の
悪
し
き
に

は
及
ぶ
ま
じ
、
車
の
如
き
は
二
尺
五
寸
よ
り
三
尺
も
深
く
入

り
動
く
事
出
来
ざ
る
所
あ
り
、

河
は
氷
解
け
て
あ
る
所
よ
り
水
噴
出
し
氷
の
上
に
水
流
る
河

は
堤
な
け
れ
ば
水
は
広
く
な
る
限
り
は
広
く
な
り
て
流
る

日
中
は
家
根
よ
り
雪
と
け
て
一
日
雨
だ
れ
の
如
く
水
落
つ
、

と
ゆ
な
け
れ
ば
下
は
流
れ
次
第
な
り
、
雪
の
あ
る
所
は
風
あ
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る
毎
に
霧
の
如
く
な
り
て
飛
ぶ

右
の
如
き
有
り
様
な
れ
ば
愈
当
地
を
出
発
す
る
と
き
は
雪
中

よ
り
も
一
層
行
軍
や
戦
闘
難
儀
な
ら
ん
、
何
と
な
れ
ば
支
那

に
は
元
来
道
と
云
ふ
程
の
も
の
は
本
道
の
み
、
凡
て
雪
中
は

人
の
足
あ
と
を
取
り
て
道
と
な
せ
ば
畑
の
中
も
河
の
中
も
道

な
り
し
を
、
愈
雪
と
け
れ
ば
畑
中
を
通
ら
ね
は
な
ら
ず
、
此

畑
は
先
づ
泥
田
の
如
き
も
の
な
れ
ば
な
り
、
此
本
道
も
道
と

云
ふ
ま
で
に
て
、
処
々
に
大
な
る
凸
凹
あ
れ
ば
車
な
ど
は
最

も
難
儀
な
り
、
我
々
で
す
ら
日
本
道
の
倍
よ
り
多
く
疲
れ
る

な
り

井
水
は
皆
に
ご
り
一
も
良
水
な
し
、
河
水
も
亦
不
良
な
り
、

依
て
明
礬
メ
ウ
バ
ン
に
て
清
ま
し
湯
に
て
呑
む
、
冬
な
れ
ば

河
水
や
雪
丈
け
は
良
し
、
今
後
は
湯
よ
り
外
に
呑
み
水
な
し
、

皆
泥
水
の
如
く
石
灰
を
混
じ
又
は
塩
水
の
如
く
殊
に
道
路
の

く
そ
み
づ
落
入
れ
は
何
と
な
く
臭
気
あ
り
、
飲
水
に
は
困
難

な
り
、

通
弁
人
の
事

通
弁
人
と
て
北
京
や
天
津
や
上
海
の
語
は
満
州
に
通
用
せ
ず
、

故
に
満
州
旅
行
す
る
も
の
は
満
州
語
を
学
ぶ
べ
し

愈
支
那
人
と
同
一
風
を
な
す
も
の
は
、
第
一
手
鼻
の
か
み
方
。

髪
の
ゆ
ひ
方
、
歩
み
方
、
机
に
よ
り
方
を
覚
へ
る
へ
し
。
亦

煙
草
を
飲
む
者
は
こ
よ
り
へ
火
を
付
け
る
事
を
稽
古
せ
ざ
る

べ
か
ら
ず
、
又
顔
手
足
は
洗
ふ
可
か
ら
ず
等
な
り
、

「
歩
行
法
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
せ
ず
し
て
足
を
大
き
く
外
へ
廻
し

つ
つ
ゆ
る
り
ゆ
る
り
歩
む
な
り
、
決
し
て
急
が
ず

「
煙
草
を
吹
く
も
の
は
先
づ
紙
を
こ
よ
り
と
な
し
、
之
へ
火
を

着
け
口
に
て
吹
き
て
火
を
と
ぼ
し
、
此
と
ぼ
し
火
に
て
た
ば

こ
を
飲
む
、
こ
よ
り
の
作
り
方
は
ゆ
る
く
し
て
二
三
枚
も
巻

き
込
み
中
を
か
ら
に
作
る
な
り
、
火
を
付
け
口
に
て
吹
け
ば

火
が
と
ぼ
る
、
其
吹
き
方
下
手
な
れ
ば
火
が
も
え
ず

「
手
鼻
を
か
む
に
は
左
手
に
て
鼻
頭
を
抑
へ
、
ふ
ん
と
一
い
き

に
て
鼻
を
出
し
飛
す
な
り
、
下
手
な
れ
ば
手
か
ら
其
他
衣
類

へ
き
た
な
く
着
く
な
り
、
支
那
人
は
上
手
に
て
ひ
げ
に
も
着

か
ず
、
二
三
尺
も
前
へ
勢
よ
く
飛
出
す
な
り

「
支
那
人
は
机
の
上
に
て
書
字
す
る
と
き
は
両
臂
を
両
脇
に
は

り
腰
を
屈
げ
俯
し
て
な
す
、
日
本
人
の
ご
と
く
両
臂
を
張
ら

ず
に
は
一
字
も
書
せ
ず

「
支
那
人
は
筆
。
銭
。
等
を
帽
子
の
中
。
つ
つ
袖
の
中
。
又
は

胸
。
又
は
足
。
□
は
靴
の
中
へ
入
れ
る
。
銭
は
多
く
靴
の
中

に
入
れ
、
踏
み
居
る
、
但
し
一
分
銭
は
知
ら
ず
、
銀
貨
の
事

な
り

「
支
那
人
は
黄
色
を
尊
ぶ
、
清
国
帝
は
黄
色
の
服
な
り
と
云
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「
支
那
人
は
僅
か
の
事
に
て
も
手
ま
ね
を
な
す
、
其
驚
き
た
る

と
き
の
様
子
は
最
も
お
ど
け
の
上
手
な
る
も
の
に
な
け
れ
ば

真
似
出
来
ず

「
支
那
人
は
日
本
刀
を
見
て
銀
な
り
や
問
ふ
は
殆
ど
一
般
な

り
、
支
那
の
刀
は
な
ま
く
ら
多
け
れ
ば
日
本
刀
を
見
て
其
鋭

利
に
驚
く
、
故
に
之
を
抜
き
見
す
れ
ば
清
兵
は
と
云
ひ
て
の

ど
に
手
を
当
て
仰
向
き
あ
っ
と
呼
び
て
殺
さ
れ
る
と
云
ふ
ま

ね
を
な
す
、
諸
人
皆
同
じ
其
様
子
は
最
も
可
笑

本
日
迄
の
来
状

一
志
郡
八
知
村
高
等
学
校
青
木
弥
太
郎
よ
り
、
依
て
返
事
す

度
会
郡
大
湊
鳥
羽
初
太
郎
よ
り
同
右
　
　
　
　
　
同
右

皆
見
舞
な
り

愛
知
中
島
郡
福
沢
飯
田
氏
よ
り
　
返
事
は
出
さ
ず

三
好
よ
り
は
収
の
事
の
礼
状

一
志
郡
久
居
西
た
か
と
三
好
収
祖
母
キ
ミ
よ
り
　
返
事
す

恤
兵
品
（
十
三
日
　
及
　
十
四
日
）

煙
草
恩
賜
　
　
　
二
十
五
本
（
但
し
一
寸
巻
）

ま
わ
た
　
皇
后
陛
下
の
恩
賜

ま
わ
た
。
フ
ラ
ン
ネ
ル
腹
巻
。
手
袋
。
茶
一
斤
。
巻
煙
草
二
百

本

酒
一
合
。
わ
ら
ぐ
つ
　
壱
足
（
之
は
陸
軍
省
よ
り
渡
る
）
め
り

や
す
ち
ょ
っ
き
。

わ
ら
ぐ
つ
は
寒
中
に
は
最
上
な
り
、
さ
れ
ど
此
度
は
長
さ
二

尺
巾
五
寸
位
（
く
じ
ら
尺
に
て
）
あ
れ
は
仁
王
な
ら
ば
丁
度

よ
か
ろ
う
、
余
が
如
き
十
文
以
内
の
人
物
は
靴
の
上
、
穿
き

て
も
尚
一
人
分
余
り
歩
行
に
は
困
り
た
り
、
併
し
温
き
事
は

一
番
上
等
な
り
、
今
少
し
小
な
れ
ば
最
上
々
々
々
々
々

十
六
日

本
日
は
昨
日
よ
り
掛
け
て
当
中
隊
は
勤
務
中
隊
と
な
り
城
門
の
守

備
に
当
る
、
定
め
て
無
事
な
れ
か
し
と
思
ふ
中
に
午
前
八
時
砲
声

を
一
は
歓
喜
山
（
遼
陽
方
面
）、
一
は
唐
王
山
（
缸
瓦
寨
）
方
向
に

聞
く
、
い
ざ
や
大
変
な
り
、
二
道
よ
り
愈
攻
撃
し
来
る
な
り
と
思

ひ
、
先
づ
我
受
持
の
南
門
に
馳
け
走
る
途
中
師
団
司
令
部
の
前
に

至
れ
ば
、
非
常
の
喇
叭
を
吹
く
や
ら
、
伝
令
は
四
方
へ
走
り
、
一

万
以
上
の
敵
西
方
と
北
方
よ
り
攻
め
来
る
と
知
ら
せ
た
り

余
は
直
に
日
直
の
佐
川
工
兵
少
佐
の
許
へ
行
き
、
四
門
の
衛
兵
を

工
兵
隊
と
交
代
す
る
事
を
依
頼
し
、
十
一
時
頃
に
漸
く

甲
山
に

行
き
た
り
、

甲
山
は
城
西
半
里
に
あ
り

余
が
此
山
に
至
り
し
と
き
は
唐
王
山
に
て
は
第
十
八
聯
隊
は
第
一

大
隊
と
第
六
聯
隊
の
第
二
第
四
中
隊
は
戦
の
最
中
な
り
し
が
、
俄

に
敵
兵
挫
け
て
中
央
堡
の
方
面
に
退
却
せ
り
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甲
山
よ
り
我
野
砲
に
て
之
を
射
撃
せ
り

聞
く
、
敵
は
唐
王
山
の
前
ま
で
来
り
し
が
、
我
射
撃
の
為
め
五
六

千
人
計
の
兵
は
散
々
に
迯
げ
た
り
と
、
死
傷
者
百
人
も
あ
る
よ
し
、

皆
敵
は
持
去
れ
り
、
我
兵
負
傷
な
し

（
戦
闘
の
略
図
を
省
略
）

又
遼
陽
方
面
は
第
六
旅
団
に
て
守
り
し
が
歓
喜
山
に
あ
り
し
我
兵

二
名
負
傷
せ
し
か
、
敵
は
同
じ
く
敗
退
せ
り
と
、
死
者
詳
な
ら
ず
、

捕
虜
は
二
百
人
あ
り
と
云
、
又
軍
旗
も
七
本
を
取
れ
り
、
此
方
面

の
敵
も
同
じ
く
四
五
千
人
あ
り
し
が
、
唐
王
山
の
方
面
が
多
か
り

し
は

甲
山
よ
り
一
覧
せ
り
、
敵
は
何
の
為
め
に
来
り
し
や
、
攻

め
に
来
る
の
か
又
は
死
に
く
る
の
か
、
又
は
演
習
と
思
ふ
て
来
る

の
か
、
我
砲
兵
に
向
ひ
て
射
撃
せ
し
弾
は
一
も
達
せ
ず
（

甲
山

の
方
面
）
又
我
歩
兵
は
殆
ど
一
弾
を
も
打
た
ざ
り
し
（
我
第
六
聯

隊
の
方
）

今
日
は
夕
刻
ま
で

甲
山
に
て
見
物
せ
し
が
、
敵
は
退
却
し
て
来

ら
ず
、
諸
隊
は
海
城
へ
帰
り
警
急
舎
営
す

十
七
日

午
前
八
時
又
出
発
し
て

甲
山
に
至
る
、
本
日
大
風
雪
の
為
め
両

軍
と
も
戦
は
ず
、
敵
は
少
し
く
退
き
小
馬
頭
に
あ
り

敵
の
捕
虜
の
言
に
呉
大
徴
は
八
十
営
（
四
万
人
）
を
率
ひ
て
奉
天

府
よ
り
来
る
と
、
真
か
偽
か
分
明
な
ら
ず
、
先
づ
そ
の
積
り
で
用

心午
後
よ
り
風
邪
の
為
め
気
分
悪
し
く
余
大
隊
長
の
命
に
よ
り
海
城

に
帰
り
療
養
す
、
大
隊
は
本
日
よ
り
前
哨
と
な
り
た
り
、
敵
は
大

砲
多
く
有
せ
ず
、
臼
砲
を
打
つ
と
見
ゆ
、
一
発
毎
に
場
所
を
変
ず

る
故
に
、
我
砲
兵
は
距
離
を
測
る
に
困
難
す
、
古
来
に
聞
か
ざ
る

敵
の
砲
兵
の
拙
な
さ

又
敵
は
又
火
矢
を
用
ゆ
、
其
弾
の
形
　
□
□
□
（
図
略
）
の
如
し
、

何
百
年
前
の
品
物
に
や
、
当
時
に
は
何
の
用
に
も
立
た
ず
、
補
充

兵
来
る
八
百
人
な
り
と
云
、
宇
野
大
尉
も
来
り
し
と
、
何
れ
帰
ら

る
る
事
な
ら
ん
か
、
内
々
々
々
々
の
説

十
八
日

本
日
は
第
二
軍
は
蓋
平
に
来
る
日
な
り

我
野
砲
は
本
日
六
門
着
す
、
愈
こ
れ
で
十
八
門
の
野
砲
あ
り
、
先

つ
砲
兵
の
事
は
安
心
せ
り

本
日
も
風
邪
の
為
め
海
城
に
あ
れ
ど
、
敵
が
近
け
れ
ば
安
心
に
も

な
ら
ず
、
又
病
気
も
頭
痛
な
れ
ば
、
明
日
は
是
非
出
発
し
て
前
哨

へ
行
く
積
り
な
り
、

新
井
来
る
、
日
本
小
児
等
ま
で
の
敵
愾
心
を
聞
き
感
心
す

本
日
は
好
天
気
な
り
、
此
天
気
に
も
敵
は
盛
り
返
り
を
な
さ
ず
と

は
如
何
や十

九
日
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本
日
前
哨
線
へ
赴
く
、
敵
と
一
戦
す
る
積
り
な
り
、
さ
れ
ど
敵
は

退
く
や
又
止
り
居
る
や
、
今
以
て
明
な
ら
ず
、
何
れ
二
三
日
の
内

に
再
便
可
申
悉
候

風
邪
も
今
朝
は
全
快
な
り
、
御
安
心
下
さ
れ
た
し
、
病
気
の
少
き

人
物
は
僅
か
の
病
が
大
げ
さ
に
相
成
申
候

二
月
十
九
日
　
　
　
　
　
於
海
城
　
　
　
　
　
金
蔵
拝

父
上
　
様

所
得
税
届
の
事
は
後
便
に
聞
合
せ
可
申
候
、
そ
れ
に
て
間
に
合
は

ざ
れ
ば
補
充
大
隊
に
て
聞
合
せ
の
上
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
御
届

け
下
さ
れ
た
し
、
実
は
不
日
に
一
等
給
の
来
る
積
り
本
月
二
十
四

日
に
は
当
地
出
発
の
噂
さ
あ
り
、

皆
々
様
へ
宜
し
く

此
度
の
戦
争
事
は
尚
能
く
聞
き
し
後
に
て
逸
事
を
申
上
ぐ
る
積
り

な
り

二
月
二
十
六
日
海
城
発
信

二
月
十
九
日

本
日
附
を
以
て
軍
事
郵
便
を
出
す

宇
野
大
尉
は
補
充
兵
二
百
名
を
率
ひ
大
連
湾
よ
り
蓋
平
を
経
て
当

海
城
へ
昨
夜
着
す
、
依
て
追
送
品
及
靴
・
新
聞
は
目
録
の
通
り
受

取
る
、
辰
次
郎
分
同
様

騎
兵
の
一
部
隊
は
明
日
（
本
日
）
頭
河
台
子
附
近
よ
り
興
隆
屯
附

近
を
偵
察
し
、
歩
兵
第
五
旅
団
の
左
翼
を
警
戒
す

佐
藤
支
隊
は
二
十
日
大
石
橋
出
発
、
海
城
へ
帰
る

本
日
大
馬
頭
よ
り
二
台
子
へ
敵
千
五
百
人
行
進
す
る
を
見
る
、
但

し
二
三
台
子
の
何
れ
へ
入
り
し
や
不
明

石
田
少
佐
の
報
告

東
西
柳
公
屯
小
馬
頭
附
近
の
敵
は
五
六
千
を
下
ら
ざ
る
が
如
し
、

又
小
馬
頭
、
三
台
子
、
四
台
子
に
敵
兵
頻
り
に
運
動
を
な
す
、
惟

ふ
に
東
柳
公
屯
は
敵
の
集
合
点
た
る
が
如
し

東
柳
公
屯
の
敵
は
一
部
を
破
廠
八
里
河
子
に
進
め
た
り
、
○
山
砲

一
中
隊
を
今
夕
唐
王
山
後
に
進
め
た
り

明
日
（
二
十
日
）
に
は
遼
陽
及
び
営
口
街
道
に
騎
兵
の
一
部
を
出

し
敵
情
を
捜
索
す

遼
陽
街
道
の
敵
は
煙
台
以
北
に
退
却
せ
り
、
土
人
の
言
に
柳
河
子

の
敵
は
昨
日
鞍
山
店
に
退
却
せ
り

海
城
西
方
の
敵
は
東
柳
公
屯
、
蓋
家
屯
、
缸
瓦
寨
へ
一
部
を
残
し
、

其
主
力
は
西
柳
公
屯
小
馬
頭
附
近
に
あ
り
、
第
十
八
聯
隊
の
一
大

隊
若
く
は
三
箇
中
隊
は
黄
竜
子
に
宿
す
る
事
と
な
る

高
木
大
尉
・
長
大
尉
・
安
永
大
尉
は
勲
四
等
、
村
山
大
尉
・
北
村

中
尉
は
勲
五
等
、
島
田
中
尉
は
勲
六
等
、
何
れ
も
瑞
宝
章
到
着
せ

り
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二
月
二
十
日

信
ず
べ
き
土
人
の
言
に
よ
れ
ば
、
本
日
老
湘
営
十
九
営
（
八
千
五

百
人
）
は
四
台
子
及
小
馬
頭
に
あ
り
、
徐
邦
道
の
兵
は
東
西
柳
公

屯
に
あ
り
、
牛
荘
に
あ
る
清
兵
は
目
下
呉
欽
差
の
敵
兵
三
千
人
あ

り
、
此
兵
土
は
黄
色
の
布
を
以
て
頭
部
を
纏
へ
り
、
呉
欽
差
は
十

七
日
牛
荘
に
着
せ
り

十
九
日
牛
荘
に
出
し
た
る
間
諜
の
言
に
よ
れ
ば
、
明
日
日
兵
を
攻

撃
し
て
唐
王
山

甲
山
を
奪
ん
と
す
と
、
徐
の
兵
目
下
逃
走
す
る

も
の
多
し
と
、

本
日
騎
兵
の
報
に
よ
れ
ば
、
下
河
加
缸
瓦
寨
に
は
敵
兵
な
し
、
馬

関
子
・
蓋
家
屯
に
は
敵
の
騎
兵
出
没
す

騎
兵
一
部
隊
は
頭
河
台
子
附
近
よ
り
敵
状
を
捜
索
す

午
後
六
時
半
石
田
少
佐
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
前
石
井
堡
に
は
敵
兵

来
ら
ず
、
東
柳
公
屯
よ
り
来
り
し
土
人
の
言
に
、
同
村
に
は
多
数

の
清
兵
あ
り

破
厰
八
里
河
子
に
出
し
た
る
将
校
斥
候
の
報
告
に
、
土
人
の
言
に

東
柳
公
屯
に
は
清
兵
一
千
人
、
砲
二
門
、
西
柳
公
屯
に
五
百
人
、

古
樹
子
に
も
若
干
の
兵
あ
り
、
蓋
家
屯
に
は
斥
候
出
没
す
、
小
馬

頭
に
は
五
千
、
又
は
一
万
人
な
り
と
云

諸
情
報
に
よ
り
明
日
は
牛
荘
大
莫
屯
よ
り
旗
堡
の
街
道
よ
り
大
小

の
縦
隊
二
台
子
に
集
る
を
知
る
、
明
日
は
定
め
て
攻
撃
に
来
ら
ん

名
古
屋
市
民
の
代
表
者
高
橋
頼
造
当
時
に
来
る

二
十
一
日

本
日
は
予
定
の
如
く
敵
兵
凡
そ
一
万
五
六
千
人
来
る
、
然
れ
と
も

我
に
近
づ
か
ず
、
唐
王
山
の
西
方
の
山
に
敵
兵
三
千
人
計
り
上
る
、

我
砲
兵
之
を
射
撃
し
、
佐
藤
支
隊
は
側
面
よ
り
丁
度
攻
撃
せ
ん
と

す
（
佐
藤
支
隊
は
第
十
八
聯
隊
の
第
二
・
第
三
大
隊
、
第
六
聯
隊

の
第
二
大
隊
な
り
）、
我
唐
王
山
に
あ
る
山
砲
を
以
て
射
撃
せ
し
に

散
々
に
な
り
て
退
却
し
、
凡
そ
百
名
以
上
の
死
傷
を
車
に
載
せ
て

退
却
せ
り

我
守
り
し
団
山
子
の
前
に
あ
る
石
井
堡
に
は
四
五
百
名
来
り
、
砲

二
門
を
以
て
我
を
射
撃
せ
し
か
ど
も
、
近
く
ま
で
我
応
ぜ
ず
、
而

し
て

甲
山
の
野
砲
は
之
を
射
撃
せ
し
為
め
、
又
々
死
傷
を
載
せ

蜘
蛛
の
巣
を
散
す
如
く
、
広
き
雪
野
に
散
乱
せ
し
が
、
中
央
堡
に

て
収
容
せ
り

第
十
九
聯
隊
・
第
七
聯
隊
の
方
向
に
も
敵
兵
来
り
射
撃
せ
し
か
ど
、

我
は
近
づ
く
ま
で
射
撃
せ
ざ
る
為
め
唯
砲
兵
の
弄
ひ
物
に
て
退
却

し
た
り

此
日
の
傷
者
我
軍
即
死
一
、
負
傷
者
一
と
云
、
外
に
将
校
一
名
微

傷
あ
り

敵
は
何
を
な
す
為
め
に
来
る
か
、
砲
兵
一
発
に
て
ば
ら
ば
ら
す
る

を
以
て
見
れ
ば
、
如
何
に
清
兵
は
心
得
居
る
に
や
、
此
等
を
後
の
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山
か
ら
見
物
す
る
新
聞
記
者
等
は
大
得
意
の
大
し
ば
い
見
物
と
評

し
た
り
き

タ
イ
ム
ス
新
聞
記
者
は
之
を
写
真
に
取
り
た
り

此
戦
に
捕
虜
二
名
あ
り
、
弾
薬
百
五
十
を
取
り
た
り
、
敵
は
小
馬

頭
、
三
台
子
、
大
小
富
屯
、
長
虎
台
、
二
台
子
の
線
に
退
却
せ
り
、

此
夜
命
令
あ
り
、
第
三
中
隊
は
明
朝
六
時
出
発
、
析
木
城
に
至
り
、

林
少
佐
の
指
揮
を
受
け
よ
と
、
こ
れ
は
軍
司
令
官
が
明
日
析
木
城

に
来
り
、
廿
二
日
海
城
に
来
る
護
衛
の
為
め
な
り
、

此
日
析
木
城
へ
は
敵
兵
凡
そ
二
千
人
攻
め
来
り
た
り
、
第
十
九
聯

隊
第
三
大
隊
の
み
な
り
し
が
、
之
を
近
づ
け
三
百
メ
ー
ト
ル
よ
り

我
軍
射
撃
し
敵
兵
三
四
十
人
と
営
官
一
名
を
殺
せ
り
、
分
捕
品
は

四
人
持
の
銃
三
十
七
挺
あ
り
、
敵
は
蟒
洞
谷
に
敗
走
せ
り

野
津
中
将
通
報
、
第
一
軍
戦
闘
序
列
に
攻
城
厰
を
加
へ
ら
る

明
日
午
後
一
時
各
宗
僧
侶
死
者
の
法
会
を
な
す

析
木
城
林
少
佐
の
通
報

間
諜
の
言
に
、
馬
風
屯
に
は
常
将
軍
の
部
下
の
歩
兵
五
百
、
馬
隊

五
百
あ
り
、
銃
は
三
人
持
に
て
稀
に
モ
ー
ゼ
ル
銃
を
所
持
す
、
両

三
日
中
に
は
必
ず
北
方
よ
り
来
襲
す
る
景
況
あ
り

小
女
寨
（
析
木
城
の
北
）
に
は
遼
陽
よ
り
新
来
の
歩
兵
四
百
と
馬

隊
百
あ
り
、
其
将
（
タ
イ
キ
フ
を
不
詳
、
又
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ほ
ど
老

練
の
聞
へ
あ
り
）、
銃
は
前
同
様
三
四
日
中
に
は
析
木
城
を
東
及
北

よ
り
排
路
屯
（
我
兵
站
の
あ
る
地
）
を
北
方
よ
り
攻
撃
す
と
云
、

又
隆
昌
州
に
は
小
女
寨
の
兵
よ
り
若
干
分
遣
す
と
云

二
十
二
日
　
　
（
析
木
城
林
少
佐
の
宿
に
て
一
泊
す
）

軍
司
令
官
は
本
日
析
木
城
に
着
せ
ら
る

明
日
析
木
城
へ
攻
撃
す
る
は
依
将
軍
の
部
下
千
二
百
、
騎
兵
百
、

砲
四
門

鈴
木
少
佐
は
二
中
隊
を
率
ひ
、
梁
家
堡
へ
着
す
（
析
木
と
小
孤
山

の
間
析
木
よ
り
二
千
メ
ー
ト
ル
）
こ
れ
は
第
七
聯
隊
の
第
三
大
隊

小
野
寺
少
佐
の
一
大
隊
は
排
路
屯
に
来
る

山
砲
一
中
隊
（
山
川
大
尉
）
は
析
木
城
に
あ
り
、
析
木
城
の
警
備

強
固
と
な
る

藤
田
一
雄
（
伊
藤
一
雄
中
尉
）
は
輜
重
兵
大
隊
副
官
に
て
析
木
に

あ
り
、
大
塚
書
記
も
茲
に
あ
り
、
竹
内
久
孝
大
尉
も
あ
り
何
れ
も

無
事
な
り
し
皆
面
会
せ
り

此
日
大
に
雪
ふ
る
、
騎
兵
斥
候
は
連
絡
の
為
め
箍
家
子
に
至
る

二
十
三
日
　
析
木
出
発
、
海
城
へ
帰
る

待
ち
構
へ
た
る
敵
は
遂
に
来
ら
ざ
り
し
、
軍
司
令
官
は
午
前
九
時

出
発
、
海
城
へ
来
ら
る
、
護
衛
の
前
駆
と
な
り
て
帰
る

明
日
騎
兵
の
一
部
と
歩
兵
小
隊
を
以
て
東
西
柳
公
屯
及
蓋
家
屯
附

近
の
敵
状
を
捜
索
す
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析
木
城
林
少
佐
報
告

今
日
蟒
洞
谷
方
向
へ
差
遣
せ
し
斥
候
は
午
前
十
一
時
半
銀
洞
寺
に

達
せ
し
も
、
敵
を
見
ず
、
午
後
一
時
蟒
洞
谷
に
達
せ
し
も
敵
兵
な

し
、
二
三
の
土
人
曰
く
、
敵
は
昨
夕
よ
り
盤
岑
に
向
て
退
却
を
始

め
、
今
朝
に
至
り
全
く
引
上
げ
た
り
、
其
の
兵
力
は
四
五
千
、
砲

二
三
門
、
又
其
大
部
分
は
擡
槍
銃
を
持
つ
如
し
、
明
早
朝
一
中
隊

を
盤
嶺
に
出
し
、
敵
状
を
偵
察
せ
ん
と
す

注
意

第
二
軍
兵
中
饅
頭
を
食
し
、
ア
ヒ
サ
ン
中
毒
に
て
死
せ
り
と

牛
荘
道
臺
門
に
次
の
如
く
張
札
あ
り

日
本
人
一
人
　
　
二
十
円

士
官
　
　
　
　
　
二
百
円

佐
官
　
　
　
　
　
二
千
円

大
鳥
・
大
山
・
大
島
　
一
万
円

海
城
の
双
龍
山
　
　
　
二
万
円

を
与
ふ
る
に
よ
り
、
尽
力
す
べ
し
と
の
意
な
り
、

我
々
は
二
百
円
の
価
、
大
鳥
圭
介
は
軍
人
に
あ
ら
ず
、
日
本
に
あ

り
と
は
知
ら
ず
に
あ
る

牛
荘
に
は
撰
標
新
軍
千
五
百
人
程
居
る
、
指
揮
官
は
翁
・
聊，

二

人
な
り
と昨

日
電
文
に
て
知
る

十
七
日
威
海
衛
発
　
艦
隊
司
令
長
官
の
報

本
日
全
艦
隊
は
威
海
衛
に
至
り
、
劉
公
島
砲
台
、
水
雷
隊
営
、
鎮

遠
、
済
遠
、
広
丙
、
鎮
辺
、
鎮
中
、
鎮
北
、
鎮
南
、
鎮
西
、
鎮
緬
、

其
他
鎮
俊
を
請
取
り
済
な
り

鎮
遠
、
済
遠
、
広
丙
に
は
回
航
員
を
乗
船
せ
し
む
、
準
備
調
次
第

一
と
先
づ
旅
順
港
に
、
其
他
は
本
邦
回
航
せ
し
む
る
筈
、
冬
所
砲

台
及
水
雷
営
所
は
旅
順
港
海
兵
団
の
兵
員
を
以
て
守
備
し
居
れ
り

砲
艦
一
艘
の
武
装
を
解
き
丁
汝
昌
の
柩
を
載
せ
、
其
他
許
す
べ
き

人
を
載
せ
、
チ
ー
フ
ー
港
へ
出
発
せ
し
め
た
り

二
十
四
日

敵
状
、

敵
兵
約
一
営
（
五
百
人
）
大
馬
頭
よ
り
西
柳
公
屯
に
入

り
、
午
後
三
時
十
分
東
柳
公
屯
東
北
方
へ
敵
兵
の
如
き
も
の
五
六

名
出
て
墓
地
を
利
用
し
て
砲
兵
の
肩
牆
の
如
き
も
の
三
個
を
作
る
、

午
後
二
時
五
十
分
敵
兵
約
二
大
隊
四
台
子
よ
り
大
馬
頭
へ
入
る

左
宝
貴
戦
死
に
付
（
平
壤
に
て
）
回
々
教
徒
憤

し
、
日
本
兵
を

毒
害
せ
ん
と
計
り
居
り
、
海
城
へ
も
入
り
あ
り
と
云
、
飲
食
物

愈
々
注
意
、
東
コ
ヲ
シ
に
此
徒
多
し

皇
后
陛
下
の
思
召
を
以
て
公
傷
に
て
手
足
を
失
ひ
し
も
の
は
人
工

の
手
足
を
賜
は
る
、

本
日
父
上
様
よ
り
の
二
月
四
日
出
書
留
郵
便
着
す
、
筆
は
辰
次
郎

へ
も
分
配
せ
り
、
二
月
二
日
出
の
御
手
紙
は
未
だ
落
手
不
仕
、
御
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健
康
安
心
仕
候

本
日
附
を
以
て
一
等
給
を
賜
は
る
、
乃
ち
本
俸
四
十
円
（
三
十
四

円
の
所
）
と
な
り
、
年
に
四
百
八
十
円
と
な
る
、
所
得
税
の
事
は

補
充
隊
に
御
聞
合
せ
下
さ
る
れ
ば
明
白
と
存
候
、
家
宅
へ
渡
し
の

金
額
は
以
前
よ
り
増
加
し
三
十
六
円
と
四
円
の
宅
料
を
受
取
ら
る

べ
き
な
れ
ど
、
其
手
続
及
依
頼
書
は
当
地
よ
り
更
に
送
る
様
に
可

仕
候

今
日
は

甲
山
に
て
明
日
午
前
ま
で
小
哨
と
な
る

二
十
五
日

廿
五
日
午
前
六
時
蓋
平
発
　
伊
瀬
地
第
一
師
団
参
謀
長
よ
り
次
の

通
報
あ
り
、

（
二
行
不
明
）

一
万
二
三
千
、
砲
二
十
門
余
を
有
す
る
敵
応
戦
し
来
れ
り
、
師
団

は
充
分
砲
撃
の
後
、
午
後
三
時
其
中
央
に
向
ひ
攻
撃
し
、
敵
を
営

口
方
向
に
撃
退
せ
り
、
我
死
傷
将
校
以
下
約
百
余
、
敵
の
死
傷
未

だ
詳
な
ら
ず
と
、

二
十
四
日
午
後
十
一
時
三
十
分
破
台
子
発

午
前
十
時
半
頃
よ
り
敵
兵
約
三
千
人
大
富
屯
に
入
れ
り
、
又
砲
の

如
き
も
の
を
見
た
り
、

序
に
曰
く
蓋
平
方
面
の
戦
の
時
、
あ
る
一
中
隊
は
余
り
前
進
し
過

ぎ
た
る
為
め
に
敵
中
に
陥
り
一
方
切
り
抜
け
、
と
き
に
百
余
名
の

死
傷
あ
り
し
な
り
と
、

午
後
一
時
頃
よ
り
敵
の
歩
騎
連
合
の
敵
約
五
百
人
大
富
屯
よ
り
小

富
屯
に
入
れ
り
、
同
時
に
敵
き
二
三
十
歩
兵
百
人
南
に
向
け
進
み

た
り

明
日
第
一
師
団
の
一
聯
隊
山
砲
兵
一
中
隊
騎
兵
一
小
隊
海
城
に
来

る

廿
六
日

愈
々
第
一
軍
は
明
後
廿
八
日
に
前
進
し
、
先
づ
遼
陽
を
攻
め
陥
し

敵
を
し
て
奉
天
府
に
集
め
し
め
、
其
後
に
営
口
を
攻
め
、
第
一
師

団
と
共
に
山
海
関
の
留
守
を
衝
く
と
云
ふ
説
真
に
近
し
、

先
づ
牛
荘
に
て
は
一
大
戦
闘
な
ら
ん

辰
次
郎
胃
病
の
処
、
明
後
日
は
出
発
す
る
都
合
な
り
、
大
病
人
と

云
ふ
に
は
あ
ら
ず
、
寒
き
故
に
外
出
せ
ず
御
安
心
あ
り
た
し

本
日
俸
給
受
取
る

名
古
屋
市
民
代
表
者
高
橋
頼
造
居
れ
り
来
れ
り

委
細
は
戦
闘
後
に
可
申
上
候
、
先
は
無
事
ま
で
早
々
以
上

廿
八
年
二
月
廿
六
日
夜
　
　
　
於
海
城

金
蔵

父
上
様

筆
紙
な
ど
追
送
品
皆
々
着
御
安
心
被
下
度
候

所
得
秋
尾
の
事
は
後
便
可
申
上
候
、
四
百
八
十
円
の
額
な
り
、
辰
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次
郎
は
四
百
〇
八
円
来
月
よ
り
は
俸
給
五
円
四
十
銭
多
く
御
受
取

被
下
度
候
、
な
お
当
隊
軍
吏
よ
り
補
充
隊
へ
通
知
可
仕
候
、
秋

屋
・
飯
田
・
前
田
岡
本
及
久
保
□
に
よ
ろ
し
く
、

寒
気
大
に
減
ず
、
但
し
〇
度
以
上
一
二
度
位
が
平
均
な
ら
ん
、

雪
ふ
ら
ざ
る
も
日
照
る
も
雪
と
け
ず

三
月
四
日
発
信

二
月
廿
七
日

先
日
来
前
哨
と
し
て
勤
務
多
き
為
め
軍
事
郵
便
を
怠
り
、
昨
廿
六

日
師
団
に
依
頼
し
漸
く
一
封
を
出
し
た
り

廿
六
日
　
夜
の
命
令

歩
兵
第
六
旅
団
は
明
日
遼
陽
及
ブ
ラ
イ
ト
ン
紫
堡
屯
の
方
向
に
各

有
力
な
る
支
隊
を
派
遣
す
、
敵
情
を
偵
察
し
、
成
る
べ
く
正
午
迄

に
報
告
す
べ
し

騎
兵
第
三
大
隊
は
第
六
旅
団
長
の
令
下
に
属
す

此
命
令
に
本
き
第
六
旅
団
よ
り
は
一
大
隊
を
以
て
大
富
屯
及

砂
河
園
近
傍
に
て
小
戦
を
な
し
た
り

二
月
廿
六
日
午
前
十
一
時
三
十
分
柳
樹
屯
発
、
第
二
軍
司
令

官
大
山
大
将
よ
り
第
一
軍
司
令
官
野
津
中
将
宛

当
軍
司
令
部
は
二
十
五
日
午
後
六
時
威
海
衛
出
帆
、
本
日
午
前
六

時
大
連
湾
に
着
す
、
諸
隊
の
引
き
上
げ
来
る
二
十
八
日
若
く
は
三

月
一
日
に
終
る
筈
な
り
、
軍
司
令
部
は
本
日
午
後
上
陸
金
州
に
至

る

二
月
二
十
六
日
午
後
六
時
岫
巖
発
、
奥
第
五
師
団
長
よ
り

本
日
第
五
師
団
は
牛
心
山
を
経
て

水

よ
り
北
に
折
れ
先
頭
を

以
て
興
隆
甸
附
近
に
前
進
せ
ん
と
す

第
五
師
団
は
二
十
四
日
紅
花
甸
を
発
し
三
家
子
を
占
領
す
、
其
敵

約
二
千
計
り
、
遼
陽
方
向
に
退
却
せ
り
、
師
団
本
隊
は
二
十
五
日

梁
花
堡
子
に
止
り
、
前
衛
は
大
小
莫
谷
に
止
れ
り
我
軍
死
傷
な
し
、

敵
の
騎
兵
三
、
死
体
十
三
を
残
し
あ
り

第
一
師
団
に
て
は
一
昨
二
十
四
日
の
戦
に
凍
傷
患
者
約
千
人
近
く

あ
り
た
り
と
聞
き
□
□
秘
密
と
し
て
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
去
る
我

等
が
析
木
城
へ
第
一
軍
司
令
官
を
迎
へ
に
行
き
し
前
日
は
野
津
中

将
と
山
地
中
将
と
湯
池
に
て
密
会
し
、
今
後
の
運
動
に
付
謀
議
す

る
所
あ
り
し
と
云
、
其
結
果
と
し
て
愈
前
面
の
敵
を
攻
撃
す
る
事

と
な
り
た
り
、
乃
ち
本
日
の
命
令
に

第
二
師
団
命
令

二
月
二
十
七
日
午
後
二
時
三
十
分
歓
喜
山
に
於
て

一
　
敵
は
西
煙
台
、
沙
河
沿
、
大
富
屯
、
東
柳
公
屯
の
線
に
あ
り
、

各
村
端
に
は
防
禦
工
事
を
施
し
あ
る
も
の
の
如
し

二
　
師
団
は
明
日
沙
河
沿
、
大
富
屯
の
敵
を
撃
攘
せ
ん
と
す

三
　
右
側
枝
隊
は
午
前
四
時
前
三
里
橋
を
出
発
し
石
頭
山
を
占
領
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し
攻
撃
隊
の
右
側
を
掩
護
し
、
且
つ
遼
陽
街
道
上
に
歩
兵
一

中
隊
を
出
し
、
特
に
警
戒
し
又
攻
撃
隊
と
連
絡
す
べ
し

四
　
大
島
少
将
は
歩
兵
第
六
旅
団
（
二
ケ
大
隊
を
欠
く
）
野
戦
砲

兵
第
一
大
隊
を
率
ひ
、
午
前
四
時
四
十
分
其
先
頭
を
以
て
前

哨
線
を
出
発
、
沙
河
沿
及
長
虎
台
の
敵
を
駆
逐
す
べ
し

五
　
騎
兵
一
中
隊
（
一
小
隊
を
欠
く
）
午
前
四
時
三
十
分
西
門
を

出
発
し
大
富
屯
及
三
台
子
方
向
の
敵
に
対
し
、
攻
撃
隊
の
左

翼
を
掩
護
す
べ
し
、
其
余
の
諸
隊
は
左
の
如
く
出
発
す
べ
し

歩
兵
第
六
聯
隊
　
歩
兵
第
十
八
聯
隊
　
の
順
序
を
以
て
午
前

四
時
西
門
を
出
発
し
羅
家
園
子
を
へ
て
教
軍
場
に
向
ひ
行
進

す
べ
し
、

野
戦
砲
兵
聯
隊
　
予
備
砲
厰
　
工
兵
大
隊
　
衛
生
隊
　
は
前

記
の
順
序
を
以
て
午
前
四
時
北
門
出
発
ブ
ラ
イ
ト
ン
街
道
を

歓
喜
山
に
向
ひ
行
進
す
べ
し
、

徐
家
園
支
隊
は
明
日
午
前
三
時
三
十
分
其
陣
地
に
就
き
攻
撃

隊
の
左
翼
背
及
海
城
を
掩
護
す
べ
し
（
当
第
一
大
隊
は
此
任

に
当
れ
り
）

六
　
海
城
守
備
の
内
、
第
一
師
団
の
諸
隊
は

甲
山
よ
り
唐
王
山

に
亘
る
線
を
守
備
し
、
前
面
の
敵
兵
牛
荘
街
道
を
前
進
し
来

る
と
き
は
之
を
砲
撃
す
べ
し

七
　
攻
撃
隊
の
大
行
李
（
海
城
守
備
隊
た
る
部
隊
の
分
を
除
く
）

午
前
四
時
迄
に
出
発
の
準
備
を
な
し
あ
る
べ
し

八九
　
余
は
午
前
四
時
よ
り
歓
喜
山
に
あ
り

桂
師
団
長

軍
隊
区
分

右
側
支
隊
長
　
　
　
　
内
藤
少
佐

歩
兵
第
七
聯
隊
の
第
一
大
隊

騎
兵
第
三
大
隊
（
一
中
隊
欠
く
）

山
砲
　
一
中
隊

攻
撃
隊歩

兵
第
五
旅
団
（
一
大
隊
欠
く
）

歩
兵
第
六
旅
団
（
二
大
隊
欠
く
）

騎
兵
第
一
中
隊
（
一
小
隊
欠
く
）

野
戦
砲
兵
第
三
聯
隊
（
一
中
隊
欠
く
）

工
兵
第
三
大
隊

預
備
砲
厰

衛
生
隊

徐
家
園
支
隊

歩
兵
第
六
聯
隊
の
一
大
隊
（
一
中
隊
欠
く
）

騎
兵
第
一
中
隊
の
一
小
隊

□
□
□
□
□
□
□
又
遠
藤
騎
兵
中
尉
も
居
る
嗚
呼
戦
争
度
数
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□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

海
城
守
備
隊
命
令

海
城
に
於
け
る
前
哨
は
左
唐
王
山
よ
り

甲
山
、
徐
家
園
子
を
経

て
右
翼
歓
喜
山
に
亙
り
配
附
し
、
受
持
区
域
、
沙
河
右
岸
は
歩
兵

第
六
聯
隊
、
左
岸
は
歩
兵
第
三
聯
隊
と
す
、
中
略
、
第
一
師
団
の

諸
隊
及
山
砲
一
小
隊
は
第
三
聯
隊
長
の
指
揮
下
に
属
す
　
海
城
守

備
隊
長
塚
本
大
佐

海
城
守
備
隊
軍
隊
区
分

歩
兵
第
六
聯
隊

歩
兵
第
三
聯
隊

騎
兵
二
小
隊

砲
兵
第
三
聯
隊
の
山
砲
一
中
隊

砲
兵
第
一
聯
隊
第
二
大
隊
本
部
及
野
砲
一
中
隊
（
此
中
隊
は
本
日

午
後
五
時
迄
に

甲
山
に
配
附
せ
よ
）

予
備
臼
砲
七
門

第
二
野
戦
病
院

馬
廠

嗚
呼
愈
こ
れ
に
て
遼
陽
方
面
へ
は
行
か
ず
、
海
城
の
留
守
番
と
な

り
、
徐
家
園
子
へ
参
る
事
と
な
る
、
我
軍
の
遼
陽
を
陥
れ
奉
天
へ

進
む
如
く
見
せ
掛
け
、
而
し
て
帰
り
て
牛
荘
を
と
り
、
営
口
よ
り

山
海
関
に
向
ふ
、
と
き
に
は
必
ず
第
一
に
参
る
筈
な
り
、
此
時
は

第
五
師
団
は
海
城
に
て
留
守
番
を
な
す
と
云
、
今
七
八
日
が
苦
に

な
る
計
り此

出
発
に
付
て
の
注
意

明
日
は
凍
傷
の
予
防
を
充
分
な
ら
し
む
る
事

明
日
の
攻
撃
は
早
き
を
利
用
し
て
我
損
害
を
少
く
し
勝
利
を
得
る

目
的
な
れ
ば
最
も
沈
静
な
る
を
要
す

馬
の
な
か
ざ
る
様
に
す
る
事

民
屋
を
損
せ
ざ
る
事

敵
の
居
る
村
落
へ
入
る
と
き
は
将
校
の
あ
り
し
家
に
て
書
類
を
押

収
す
る
事

村
落
を
焼
く
為
の
用
意
を
な
せ

以
上
の
事
を
聞
き
し
後
、
余
は
大
隊
長
の
命
に
よ
り
午
後
六
時
出

発
し
て
第
六
聯
隊
の
前
哨
線
を
巡
覧
し
、
午
後
十
二
時
大
隊
長
へ

復
命
し
、
翌
午
前
二
時
出
発
し
て
徐
家
園
子
へ
案
内
し
て
、
又
小

哨
と
な
れ
り
、
島
田
中
尉
評
し
て
曰
く
、
君
は
何
時
で
も
能
く
戦

の
前
に
は
夜
ル
敵
前
へ
行
く
な
ー
と
、
答
て
曰
く
、
は
い
、
多
く

使
れ
る
が
結
構
で
す
。
梟
で
あ
り
ま
す
か
ら
夜
間
に
能
く
敵
の
事

が
分
り
ま
す
と
、
依
て
共
に
笑
ふ

廿
八
日

午
前
二
時
よ
り
徐
家
園
子
に
至
り
、
地
形
を
大
隊
長
に
告
げ
、
余

は
命
ぜ
ら
れ
て
小
哨
と
な
る
、
夜
の
明
く
る
や
、
直
ち
に
砂
河
沿
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方
向
に
激
し
き
銃
声
を
聞
く
、
凡
そ
一
時
半
計
り
に
し
て
敵
の

段
々
敗
走
し
、
又
大
富
屯
よ
り
敵
の
来
る
を
見
る
、
同
時
に
喇
叭

（
敵
の
）
を
吹
く
事
頻
り
な
り
し

元
来
支
那
の
上
官
は
ア
ヘ
ン
を
呑
む
故
に
午
前
九
時
以
前
に
起
き

る
事
な
し
、
又
支
那
人
一
般
日
の
出
る
前
に
起
き
る
事
な
し
、
然

る
に
朝
乃
ち
夜
の
明
け
頃
に
不
意
を
討
た
れ
し
事
な
れ
ば
、
狼
狽

云
ん
方
な
く
、
何
の
苦
も
な
く
僅
に
前
衛
二
個
大
隊
に
て
取
り
し
、

こ
れ
大
島
少
将
の
隊
な
り
、

大
迫
隊
の
先
頭
第
六
聯
隊
の
第
二
大
隊
及
第
三
大
隊
は
続
々
前
進

し
、
遂
に
敵
の
集
り
居
る
大
富
屯
に
向
て
攻
撃
せ
し
が
、
是
れ
又

容
易
に
奪
ひ
た
り
、
後
文
の
通
報
に
詳
な
り

通
報

牛
荘
街
道
の
敵
は
三
台
子
以
西
に
退
却
せ
り

奥
宮
少
佐
は
歓
喜
山
の
前
哨
と
な
る
（
三
中
隊
）、
此
隊
と
第
二
大

隊
は
大
富
屯
を
取
り
し
後
、
午
後
九
時
帰
城
せ
り

本
日
の
死
傷
、
将
校
な
し
、
下
士
以
下
五
十
余
名
、
敵
の
死
者
道

路
上
に
二
十
五
名
を
見
る
と
、
さ
す
れ
ば
第
六
聯
隊
方
面
に
て
百

名
以
上
の
死
あ
り
し
な
ら
ん
、
敵
は
死
体
を
車
に
載
せ
去
る
も
去

る
能
は
ざ
る
も
の
二
十
五
名
あ
る
事
な
れ
ば
な
り
、
第
六
旅
団
の

事
は
分
ら
ず
、
本
隊
の
宿
営
地
は
前
衛
は
西
烟
台
に
あ
り
、
右
側

支
隊
は
二
道
河
子
に
あ
り
、
左
側
支
隊
は
後
三
里
河
子
及
五
道
河

子
に
あ
り
、
師
団
司
令
部
は
東
河
堡
に
あ
り
、
本
日
午
後
敵
は
唐

王
山
に
向
て
攻
撃
し
来
る
、
我
が
退
路
で
あ
り
、
又
我
が
兵
少
け

れ
ば
、
定
め
て
海
城
が
一
兵
な
し
と
思
ひ
た
る
な
ら
ん
、
砲
兵
二

三
発
に
て
敵
兵
二
三
千
人
は
敗
走
せ
り
、
又
安
存
堡
に
来
り
、
我

大
隊
及
団
山
子
へ
射
撃
せ
し
が
、
丸
は
一
つ
も
達
せ
ず
、
支
那
兵

は
闇
に
鉄
砲
中
々
上
手
な
り
と
一
同
に
大
笑
せ
し
事
な
り
、
而
し

て
遂
に
自
ら
二
里
計
り
も
退
却
せ
り

此
日
は
一
日
雪
ふ
る
、
攻
撃
の
為
め
に
雪
中
と
云
風
さ
へ
少
々
あ

れ
り

三
月
一
日

守
備
隊
命
令
の
大
略

明
日
営
口
及
牛
荘
街
道
へ
騎
兵
を
出
す

通
報

本
日
騎
兵
斥
候
の
報
に
よ
れ
ば
、
営
口
街
道
の
上
下
加
河
・
缸
瓦

寨
と
牛
荘
街
道
の
二
台
子
、
大
富
屯
に
は
敵
な
し

歩
兵
将
校
斥
候
の
報
に
、
三
台
子
、
中
央
堡
、
小
馬
頭
（
我
を
去

る
二
三
里
）
に
は
少
数
の
敵
停
止
又
は
行
動
す
る
を
見
る

本
日
第
三
師
団
は
乾
線
堡
に
至
る
預
定
な
り
、
又
軍
用
電
信
同
地

へ
通
ず
、

第
一
師
団
の
野
砲
一
中
隊
を
守
備
隊
に
加
へ
ら
る
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二
月
二
十
八
日
に
捕
へ
た
る
者
の
口
供
次
の
如
し

リ
ュ
イ
カ
イ
と
云
ふ
者
に
て
、
二
月
の
初
兵
に
て
（
新
募
兵
な
り
）

左
軍
左
営
に
あ
り
、
ト
ク
大
人
は
五
営
（
二
千
五
百
人
其
実
は
千

五
百
人
な
ら
ん
）
を
率
ひ
依
将
軍
の
部
下
な
り
、
依
将
軍
は
二
十

五
営
（
二
万
二
千
五
百
人
な
れ
ど
其
実
一
万
内
外
）
を
率
ひ
し
が
、

十
八
営
（
九
千
人
其
実
六
七
千
人
）
に
減
り
た
り
、
是
れ
は
死
傷

に
よ
り
て
減
ず
る
と
逃
亡
す
る
も
の
あ
る
に
あ
り
、
カ
ン
ヘ
ン
ガ

イ
は
五
百
人
を
以
て
依
将
軍
の
部
下
に
あ
り
、
カ
ン
ヘ
ン
ガ
イ
は

凡
て
抬
槍
を
用
ゆ
、
依
将
軍
は
六
十
余
の
老
人
な
り
、
糧
食
は
シ

ン
ヨ
ヲ
よ
り
来
る
兵
食
は
月
給
よ
り
引
き
去
る
、
依
て
四
月
の
月

給
が
二
円
と
な
る
、
日
々
逃
亡
者
多
く
、
先
日
の
戦
（
去
る
二
十

二
日
の
事
カ
）
三
十
余
人
を
傷
き
た
り
（
一
営
に
付
の
事
な
れ
ば

総
計
な
れ
ば
矢
張
り
二
三
百
人
あ
る
と
見
ゆ
）
云
々

二
月
二
十
七
日
に
受
取
り
た
る
書
面
は
二
月
三
日
出
、
父
上
様
よ

り
二
月
八
日
出
、
上
村
瀬
平
氏
よ
り
（
但
し
新
聞
と
も
）
二
月
十

六
日
郵
船
北
海
丸
野
田
啓
太
郎
よ
り
何
れ
も
拝
見
、
上
村
よ
り
は

切
手
十
枚
送
り
来
る
序
に
よ
ろ
し
く

三
月
二
日

晴
天
な
れ
ど
も
雪
と
け
ず
、
父
上
様
二
月
七
日
の
書
留
物
及
び
同

日
附
辰
次
郎
と
両
名
宛
手
紙
落
手
せ
り
、
御
無
事
安
心
秋
尾
眼
病

如
何
。
留
守
居
の
女
は
如
何
や
、
善
け
れ
ば
よ
い
が

敵
情
通
報

師
団
は
今
早
朝
よ
り
運
動
を
始
め
、
前
面
の
敵
を
猛
撃
せ
ん
と
せ

し
に
、
昨
夜
新
台
子
北
方
高
地
に
あ
り
し
敵
は
今
朝
迄
に
悉
く
遼

陽
方
面
に
退
却
し
た
り
、
依
て
直
に
追
躡
し
、
午
前
十
一
時
リ
ュ

ウ
セ
ン
タ
ウ
チ
と
鞍
山
店
を
占
領
し
た
り
、
敵
は
砂
行
油
に
退
却

し
た
る
も
の
の
如
し

三
月
二
日
　
　
　
　
　
鞍
山
店
　
　
　
　
　
　
桂
中
将

塚
本
大
佐
　
宛

本
日
は
唐
王
山
の
方
向
に
敵
兵
来
れ
り
と
雖
、
砲
戦
を
以
て
退
け

り
、
而
し
て
腰
屯
及
大
小
富
屯
に
は
敵
を
見
ず
、
堡
屯
、
三
台
子

に
は
歩
兵
あ
り
と
、

第
五
師
団
の
野
砲
を
明
日
長
虎
台
ま
で
送
る

三
月
三
日

三
台
子
、
四
台
子
、
中
央
堡
、
大
馬
頭
、
小
馬
頭
に
は
敵
兵
あ
り
、

三
台
子
に
は
約
二
千
、
内
騎
兵
五
百
、
砲
二
門
、
四
台
子
二
千
人
、

三
台
子
の
将
は
黄
と
李
に
し
て
四
台
子
に
呉
大
（

大

カ
）
徴

あ
り
、
小
馬
頭
に
渠
将
一
千
人
を
率
ひ
て
居
る
、
柳
公
屯
に
は
徐

邦
道
二
千
人
を
率
ひ
て
居
る
。

昨
日
の
戦
に
将
校
一
名
、
卒
二
名
負
傷
し
た
り
と
（
僅
に
二
三
発

の
砲
に
て
）
土
人
云
へ
り
、
余
は
本
日
将
校
斥
候
と
し
て
一
小
隊

を
率
ひ
て
三
台
子
の
東
端
ま
で
至
れ
り
、
敵
は
騎
兵
を
出
し
、
我



社会科学　78号（2007 年３月）

244

に
向
ひ
又
砲
を
射
撃
せ
り
、
我
は
一
兵
を
損
せ
ず
百
発
位
射
撃
し

て
目
的
を
遂
げ
て
帰
れ
り
、
其
結
果
は
前
の
如
し

牛
荘
に
出
せ
し
間
諜
の
言

牛
荘
城
に
は
李
大
人
の
兵
三
千
余
あ
り

白
家
堡
子
（
牛
荘
の
東
五
里
）
に
兵
あ
り
、
其
数
知
ら
ず
、
西
部

二
台
子
（
牛
荘
の
東
八
里
）
に
老
湘
営
の
兵
あ
り
、

後
三
台
子
（
牛
荘
の
東
十
五
里
）
に
老
湘
営
及
呉
欽
差
の
兵
あ
り
、

其
数
詳
な
ら
ず
、
四
台
子
（
牛
荘
の
東
二
十
里
）
に
老
湘
営
及
呉

の
兵
あ
り
、
東
三
台
子
（
牛
荘
の
東
三
十
五
里
）
又
老
湘
営
の
兵

あ
り
海
城
の
西
北
大
堡
屯
（
堡
屯
の
事
な
ら
ん
）
は
牛
荘
を
去
る

二
十
里
、
此
地
に
も
清
兵
あ
り
、
右
白
家
堡
子
以
下
の
兵
漸
々
牛

荘
城
に
向
て
去
る
、
道
路
連
絡
し
て
行
く
、
銃
を
携
ふ
る
も
の
あ

り
、
旗
を
持
つ
あ
り
、
銃
・
旗
を
持
た
ざ
る
も
の
あ
り
、
牛
荘
城

附
近
に
は
日
本
人
の
首
を
持
来
る
も
の
に
は
百
五
十
両
・
二
千

両
・
一
万
両
を
賞
与
す
る
の
告
示
あ
り
（
又
首
の
相
場
が
上
り
升

た
）

呉
大
徴
（

大

カ
）
の
営
官
劉
性
な
る
も
の
は
楡
樹
堡
に
於
て

戦
死
せ
り

牛
荘
城
天
主
教
神
父

者
の
車
輛
な
ど
を
清
兵
奪
へ
り

三
月
四
日

午
前
十
二
時
ま
で
は
異
常
な
し
、
午
後
前
哨
相
当
に
付
何
か
見
聞

あ
ら
ん

所
得
税
の
事

所
得
税
法
第
三
条
に
よ
り
軍
人
出
征
中
は
所
得
税
な
し
、
故
に
届

出
を
要
せ
ず
、
又
所
得
税
を
出
さ
ず

夏
服
の
事

補
充
大
隊
に
御
聞
合
せ
の
上
御
追
送
下
さ
れ
た
く
、
其
節
は
夏
襦

袢
二
枚
。
袴
下
二
枚
。
日
覆
一
枚
と
夏
ヅ
ボ
ン
二
着
、
尚
御
聞
き

合
わ
せ
の
上
追
送
下
さ
れ
た
く
、
夏
の
上
衣
の
薄
き
分
も
御
送
り

下
さ
れ
た
く
、

俸
給
の
事

右
は
大
隊
よ
り
公
用
に
て
送
ら
る
る
筈
な
り

出
発

次
便
は
定
め
て
海
城
を
出
発
し
居
る
事
と
存
候

紅
瓦
寨
の
戦
記
の
新
聞

昨
日
二
月
九
日
の
新
聞
に
て
一
見
せ
り
、
新
愛
知
の
事
は
実
な
ら

ず
、
又
日
本
の
事
、
こ
と
に
先
鋒
争
ひ
も
ウ
ソ
、
国
民
新
聞
と
扶

桑
新
聞
は
先
づ
可
な
り
、
さ
れ
ど
実
地
と
は
小
差
多
し
、
其
他
は

未
だ
見
ず三

月
四
日
午
前
十
一
時
　
於
満
州
盛
京
省
　
海
城

金
蔵

父
上
様
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追
て
雪
融
け
も
近
寄
り
候
（
雪
は
多
く
あ
れ
ど
も
）
大
に
凌
ぎ
易

く
相
成
候
、
御
地
に
て
も
御
清
福
祈
り
候
、
当
地
両
人
其
他
と
も

無
事
御
安
心
被
下
度
候

諸
家
様
へ
よ
ろ
し
く

郵
便
が
又
々
不
便
と
な
り
（
当
地
よ
り
出
す
事
が
）
自
然
に
後
れ

可
申
候

三
月
七
日
夕
海
城
発
信

三
月
四
日

午
前
軍
事
郵
便
を
出
す
、

午
後
前
哨
と
し
て
徐
家
園
へ
行
け
ば
、
第
十
二
中
隊
長
大
尉
石
黒

重
熈
氏
は
午
前
敵
状
偵
察
と
し
て
三
台
子
に
至
る
、
此
時
第
三
聯

隊
の
将
校
斥
候
は
四
台
子
の
入
口
に
至
ら
ん
と
す
る
と
き
、
小
馬

頭
よ
り
突
然
敵
兵
出
で
た
れ
ば
、
一
目
散
に
退
却
せ
し
が
、
為
め

に
積
根
藤
蔵
と
云
ふ
も
の
は
遂
に
敵
に
捕
れ
た
り
、
之
を
助
け
ん

と
石
黒
大
尉
は
戦
闘
せ
し
と
き
、
敵
兵
我
右
に
出
で
た
る
為
め
、

頭
部
を
打
た
れ
脳
を
貫
き
て
丸
は
頭
に
あ
り
て
残
る
、
出
血
甚
た

し
く
同
時
に
岡
崎
亀
彦
軍
医
来
り
治
療
し
た
れ
ど
、
人
事
不
省
、

午
後
に
至
り
て
死
亡
し
た
り
、
此
戦
に
第
十
二
中
隊
の
兵
卒
一
人

は
腹
部
打
た
れ
し
が
、
生
命
は
あ
る
よ
し

此
日
は
第
一
軍
の
計
劃
は
牛
荘
城
を
攻
撃
し
取
る
の
予
定
に
て
、

本
夜
は
軍
司
令
部
は
西
部
二
台
子
に
止
る
筈
な
り
、
本
日
大
小
銃

砲
の
声
は
聞
く
も
我
が
前
面
な
る
三
台
子
・
四
台
子
に
は
敵
尚
四

千
人
あ
れ
ば
、
軍
と
海
城
と
の
連
絡
絶
へ
、
或
は
回
光
電
信
又
は

遠
く
迂
回
し
て
連
絡
を
勉
め
た
り
、
又
本
夜
は
是
非
電
信
を
掛
け

る
事
と
、
糧
食
運
搬
の
都
合
な
る
も
、
全
く
路
絶
へ
て
進
む
を
得

ず
、
斥
候
を
以
て
唯
敵
の
退
く
を
待
つ
の
み
、
何
と
な
れ
ば
我
が

軍
牛
荘
を
取
れ
ば
ち
ょ
う
ど
四
台
子
の
敵
は
包
ま
れ
る
事
な
れ
ば

な
り

当
夜
内
田
中
尉
は
補
充
兵
を
率
ひ
て
着
す

歩
兵
第
三
聯
隊
は
明
朝
大
石
橋
へ
帰
る
、

第
十
九
聯
隊
の
一
大
隊
は
昨
日
鞍
山
店
に
残
り
し
と
、

去
る
二
十
八
日
の
戦
に
第
十
九
聯
隊
は
八
十
余
名
の
死
傷
あ
り
、

第
十
八
聯
隊
の
中
尉
樺
山
勇
輔
は
戦
死
す
（
富
永
少
佐
は
頭
部
を

か
す
ら
れ
し
が
如
し
）

明
日
第
七
聯
隊
の
一
大
隊
と
砲
兵
二
小
隊
は
海
城
へ
帰
る

第
三
師
団
は
当
夜
牛
荘
に
泊
す
、
明
日
は
南
進
す
、
軍
司
令
部
は

西
部
二
台
子
に
来
る
と

三
月
五
日

敵
は
牛
荘
を
取
り
た
れ
ば
、
是
非
退
却
す
べ
き
筈
な
る
に
、
昨
夜

は
我
斥
候
へ
射
撃
せ
し
な
れ
ば
、
定
め
て
牛
荘
を
取
ら
れ
し
事
を

知
ら
ざ
る
も
の
な
ら
ん
、
若
し
知
り
て
居
る
な
ら
ば
挟
み
討
ち
な

り
と
評
判
せ
し
が
、
果
し
て
昨
夜
逃
げ
た
り
、
今
朝
市
川
中
尉
は
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三
台
子
・
四
台
子
に
斥
候
に
行
き
し
が
、
一
人
も
居
ら
ず
、
第
二

中
隊
は
偵
察
と
し
て
行
き
た
り
、
一
人
も
居
ら
ず
、
次
の
品
を
分

捕
せ
り
、

四
台
子
に
て
　
野
砲
三
門
、

弾
百
五
十
発
、

小
銃
弾
七
万
発
、

携
帯
方
匙
二
十
三
、

方
匙
十
七

十
字
鍬
二
十
、

軍
刀
四
十
二
、

旗
八
つ
、

竿
二
十
、

太
鼓
四
、
号
衣
（
兵
の
服
）
四
十

毛
皮
四
十
、
牛
荘
近
傍
の
図
二
枚
、
精
米
三
十
石
、
荷
車

一
、
馬
三
、

そ
の
他
は
目
下
集
収
中
に
て
多
く
あ
り

三
台
子
に
て
　
砲
二
門
、
旗
二
、
太
鼓
一
、
砲
弾
三
十
七
、
火
薬

六
箱
、
小
銃
弾
三
千
、

毛
衣
四
、
ジ
ナ
ミ
ッ
ト
五
袋

思
ふ
に
、
敵
は
牛
荘
を
取
ら
れ
、
狼
狽
し
て
走
り
し
如
く
見
受
け

た
り
、
又
書
類
の
如
き
雑
品
は
山
の
如
し
、

午
前
八
時
次
の
報
あ
り

軍
は
予
定
の
如
く
本
日
牛
荘
を
攻
撃
せ
り
、
第
三
師
団
は
西
北
面

第
五
師
団
は
東
南
面
に
向
ひ
、
敵
を
包
囲
し
つ
つ
、
午
前
十
時
頃

戦
闘
を
開
始
し
、
正
午
頃
に
は
各
師
団
と
も
牛
荘
に
進
入
せ
り
、

敵
の
一
部
は
営
口
方
向
に
退
却
し
、
其
大
部
は
牛
荘
市
街
の
家
屋

に
拠
り
、
頑
固
に
抵
抗
を
な
し
た
る
よ
り
、
激
烈
な
る
市
街
戦
と

な
り
、
我
兵
は
各
家
屋
毎
に
逐
次
に
之
を
攻
撃
し
、
午
後
十
一
時

頃
に
至
り
約
ね
片
付
、
我
軍
大
勝
利
に
帰
し
た
り

敵
死
者
詳
な
ら
ざ
れ
ど
も
六
百
を
下
ら
ず
（
其
実
千
四
五
百
人
と

聞
け
り
）、
降
伏
人
九
百
人
（
後
で
五
百
人
だ
け
捕
虜
と
な
す
）
分

捕
品
大
砲
十
六
、
其
他
馬
匹
糧
秣
、
銃
等
は
今
調
べ
中
、
我
兵
死

傷
二
百
六
名

三
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
野
津
中
将

此
報
に
就
て
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
股
を
貫
く
佐
藤
大
佐
（
第
十
八

聯
隊
長
）
は
負
傷
（
軽
）、
今
田
少
佐
（
第
二
十
二
聯
隊
大
隊
長
）

戦
死
、
新
大
尉
（
第
十
八
の
第
八
中
隊
長
）
は
即
死
、
其
他
将
校

の
死
傷
割
合
多
し
と
、

三
月
四
日
の
夜
は
牛
荘
城
の
外
に
て
戦
闘
前
哨
に
て
一
夜
を
明
せ

し
と
、
殊
に
ジ
ナ
ミ
ッ
ト
を
以
て
敵
の
居
る
家
屋
を
倒
せ
し
事
多

し
と
（
其
音
は
聞
け
り
）

考
ふ
る
に
、
平
壤
・
旅
順
以
来
の
大
戦
な
り
し
な
ら
ん
、
併
し
劇

戦
（
全
部
）
は
少
時
間
少
人
員
な
ら
ん
、
敵
の
退
路
な
き
為
め
、

必
死
と
な
り
も
の
な
り
、
敵
は
二
十
営
あ
り
し
と
云
（
一
万
人
よ

り
六
千
人
の
間
）
去
る
二
十
七
日
以
来
の
敵
の
死
傷
は
二
千
人
以

上
の
由
に
聞
く
、
我
軍
は
四
五
百
人
の
間
に
あ
り
、
師
団
は
本
日

藍
旗
溝
附
近
に
あ
り
、
明
日
は
営
口
方
向
に
進
む

辰
次
郎
来
る
、
病
気
は
カ
イ
チ
ウ
、
今
は
全
く
快
癒
な
り
、
追
送
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品
は
皆
来
れ
り
と
申
し
た
り
、
上
月
の
分
も
、
上
月
は
無
事

三
月
六
日

本
日
は
日
直
と
な
る

本
日
軍
は
高
刊
近
傍
に
あ
り
、
営
口
へ
は
第
一
師
団
は
明
朝
攻
撃

す
る
な
ら
ん
、
宋
慶
・
呉
大
徴
（

大

カ
）
は
愈
如
何
す
る
や

当
隊
は
今
三
日
間
の
後
は
大
連
湾
へ
至
り
上
船
し
て
山
海
関
の
近

傍
に
上
陸
す
と
の
説
あ
り
、
如
何
に
や

本
日
午
後
捕
虜
及
傷
者
と
分
捕
品
少
々
着
す
、
捕
虜
は
夕
刻
ま
で

続
々
来
る
、
凡
そ
千
人
も
あ
り
、
死
者
は
千
四
五
百
人
が
実
説
な

り
、
捕
虜
は
多
く
上
海
及
湖
南
省
の
兵
に
て
、
呉
大
徴
の
部
下
に

て
内
哨
宮
（
百
人
長
と
も
云
）
五
六
人
を
見
受
け
た
り
、
兵
に
十

五
六
才
よ
り
五
十
才
位
の
者
と
交
り
交
り
な
り
、
大
抵
平
壤
の
捕

虜
と
同
じ
、

牛
荘
は
囲
み
た
る
事
な
れ
ば
、
敵
は
必
死
と
な
り
、
昼
は
已
む
を

得
ず
、
臼
砲
を
打
込
み
、
夜
は
附
近
の
村
々
に
居
り
て
出
る
兵
を

ば
射
撃
せ
り
、
さ
れ
ば
一
度
に
五
十
人
も
百
人
も
逃
亡
せ
し
な
れ

ど
、
夜
の
事
な
れ
ば
十
分
に
射
撃
は
中
ら
ざ
り
し
、

牛
荘
は
城
郭
な
く
、
唯
兵
営
は
数
ヶ
所
に
あ
り
、
市
街
の
周
囲
は

土
塀
を
廻
し
あ
れ
ば
、
凡
て
城
の
如
く
な
り
居
れ
り

牛
荘
に
は
米
千
石
麦
六
百
石
あ
り
と
、
唯
今
分
明
せ
り

本
日
午
後
三
時
頃
高
刊
、
営
口
方
向
に
砲
声
を
聞
く
、
定
め
て
明

日
は
本
攻
撃
の
日
な
れ
ば
、
又
々
逃
げ
支
度
な
る
か

内
田
中
尉
に
面
会
せ
り
、
父
上
様
の
事
を
聞
け
り
、
毎
度
手
紙
を

見
せ
て
貰
ひ
し
と

捕
虜
兵
は
大
抵
黒
布
を
以
て
頭
を
纏
ふ
、
日
本
軍
の
取
扱
は
丁
寧

に
し
て
驚
く
の
外
な
し

捕
虜
の
言
に
営
官
（
五
百
人
長
）
等
は
多
く
戦
死
せ
り
と

頭
髪
を
互
に
結
び
合
せ
す
ず
つ
な
ぎ
に
て
引
き
行
く
に
中
に
は
し

を
れ
る
も
の
あ
り
、
又
内
に
は
平
気
の
者
あ
り
、
我
は
海
城
西
門

に
て
監
視
せ
し
に
、
余
が
巻
煙
草
を
吹
く
を
見
て
行
き
な
が
ら
呉

れ
と
云
ふ
も
の
あ
り
、
又
火
を
貸
し
呉
れ
と
云
ふ
も
の
あ
り
、
清

兵
の
す
ず
し
き
に
は
驚
き
入
り
た
り

石
黒
大
尉
の
遺
骨
は
明
日
午
後
一
時
蕎
麦
山
に
葬
る
、

第
五
師
団
の
将
校
中
三
名
の
負
傷
者
は
本
日
海
城
に
来
る
名
知
ら

ず

海
城
に
於
け
る
朝
鮮
人

虎
の
威
を
假
る
狐
か
な
と
は
、
朝
鮮
人
の
事
な
り
、
大
国
サ
ラ
ミ

と
て
朝
鮮
内
地
に
て
大
に
恐
れ
居
る
者
が
、
日
本
軍
の
人
夫
と
な

り
清
国
に
来
る
や
、
日
本
人
気
取
り
と
な
り
、
清
国
人
に
向
て
大

威
張
り
な
り
、
現
に
我
見
る
所
に
て
も
半
は
朝
鮮
、
半
は
日
本
、

半
は
支
那
語
を
用
ひ
、
清
商
の
品
（
ま
ん
ぢ
う
の
類
）
を
買
ふ
に
、

若
し
ま
け
れ
ば
善
し
、
ま
け
ぬ
と
き
は
頭
を
張
る
等
の
事
を
な
す
、
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又
長
キ
セ
ル
は
用
ひ
ず
、
短
く
し
我
人
夫
の
如
く
支
那
服
を
上
に

着
け
た
る
も
の
多
し

朝
鮮
人
は
白
色
の
服
を
着
す
、
又
く
つ
は
朝
鮮
の
わ
ら
ぢ
を
用
ゆ
、

中
に
は
我
防
寒
外
套
を
着
し
、
支
那
人
の
靴
を
着
す
る
も
の
あ
り
、

但
し
、
頭
は
き
ら
ず
、
帽
は
用
ひ
ず
白
は
ち
ま
き
を
な
す
、
中
々

忍
耐
強
し

日
本
人
は
よ
ぼ
よ
ぼ
と
呼
び
て
全
く
弄
人
形
の
如
く
に
云
ふ
、
此

等
朝
鮮
人
は
二
三
百
人
も
来
り
居
れ
り

捕
虜
の
景
況

唯
今
ま
で
取
調
べ
た
る
捕
虜
は
合
計
六
百
二
十
七
人
に
し
て
、
内

に
は
文
官
あ
り
武
官
あ
り
、
従
僕
あ
り
兵
卒
あ
り
、
大
抵
湖
南
兵

で
し
め
、
三
日
前
に
牛
荘
に
着
し
た
る
も
の
な
り
と
云
、
年
齢
は

十
一
才
の
小
供
よ
り
六
十
才
位
の
も
の
あ
り
、
重
傷
者
あ
り
、
軽

傷
者
あ
り
、
又
立
派
な
男
も
あ
り
、
全
く
一
定
せ
ず

将
校
及
同
相
当
官
は
之
を
別
室
に
し
、
待
遇
を
厚
く
す
る
事
及
一

般
に
日
本
に
送
り
て
事
定
る
の
後
に
帰
国
せ
し
め
ん
と
言
ひ
諭
し

た
る
よ
り
、
哨
官
（
百
人
長
）
は
位
二
品
以
下
五
品
ま
で
の
も
の

十
二
人
、
文
官
は
甘
粛
知
県
候
補
生
衡
承
恩
（
七
品
）
を
始
め
十

七
人
を
調
べ
出
せ
り
、
何
分
恐
れ
居
る
を
以
て
、
調
ぶ
れ
ば
今
一

二
人
は
出
で
る
な
ら
ん
、

日
本
兵
は
気
の
毒
に
思
ひ
た
る
に
や
、
中
に
は
煙
草
を
与
ふ
る
も

の
あ
り
、
水
を
与
ふ
る
あ
り
、
又
夜
間
は
明
開
き
の
家
に
て
土
間

な
れ
ば
キ
ビ
ガ
ラ
又
は
火
を
た
き
煖
め
、
さ
す
る
も
の
あ
り
、
本

日
は
牛
荘
街
道
は
雪
と
け
た
れ
ば
、
一
面
に
川
の
如
く
泥
田
の
如

く
な
れ
ば
絹
布
や
毛
皮
を
持
ち
居
る
も
の
一
様
に
泥
だ
ら
け
な
れ

ば
、
夜
間
の
寒
さ
に
耐
へ
ざ
る
を
以
て
な
り

捕
虜
の
中
に
は
鍋
を
持
参
す
る
も
の
、
米
を
持
つ
も
の
、
銭
二
三

文
も
持
つ
も
の
、
水
煙
草
・
鴉
片
を
持
つ
も
の
、
換
え
ぐ
つ
を
持

つ
も
の
、
各
人
各
別
に
何
か
持
ち
居
れ
り
、
然
る
に
文
官
に
て
は

七
品
以
上
、
武
官
に
て
は
五
品
以
上
の
者
は
従
者
二
三
人
も
携
へ

居
る
に
、
此
度
は
同
じ
く
捕
虜
と
な
り
、
物
品
一
つ
も
持
た
ず
、

従
者
に
は
離
れ
何
卒
わ
ら
じ
一
足
を
下
さ
い
と
手
を
合
せ
て
祈
る

様
は
気
の
毒
に
も
思
は
れ
し
、
況
ん
や
牛
荘
に
て
の
降
兵
は
多
く

新
着
に
て
来
た
と
云
ふ
計
り
、
一
度
も
戦
は
ざ
る
も
の
多
し
と
云
、

此
等
の
兵
は
五
営
に
し
て
約
二
千
人
位
な
り
し
と
云
へ
り

捕
虜
兵
の
武
官
は
申
分
な
き
、
土
百
姓
の
顔
と
骨
組
を
な
せ
り
、

文
官
は
文
官
ら
し
く
、
矢
張
り
顔
色
も
白
く
優
し
き
所
あ
り
、
何

れ
も
文
章
習
字
は
可
な
り

弾
丸
を
受
け
治
療
を
受
く
る
も
の
、
本
夜
の
み
に
て
二
十
七
名
、

何
れ
も
重
傷
に
て
生
命
六
け
し
き
も
の
多
く
あ
り
し
、

私
は
今
よ
り
当
さ
に
日
本
民
た
る
べ
し
と
述
べ
、
此
処
よ
り
日
本

へ
何
里
と
問
ふ
、
或
人
答
て
曰
く
、
一
万
里
と
、
捕
虜
等
曰
く
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（
哨
官
又
は
文
官
ら
し
き
者
）
我
家
に
あ
る
と
き
、
他
出
す
る
に
は

必
ず
車
馬
を
用
ゆ
、
何
卒
願
く
ば
、
車
を
給
せ
よ
と
、
或
人
曰
く
、

我
等
朝
鮮
を
経
て
来
る
、
一
万
五
千
里
、
汝
等
に
車
馬
を
給
す
る

能
は
ず
、
然
れ
ど
も
営
口
又
は
大
連
湾
よ
り
舟
に
乗
る
事
な
れ
ば
、

汝
等
は
我
よ
り
遥
か
に
上
等
な
り
、
又
日
本
は
何
れ
に
至
る
も
皆

汽
車
あ
り
、
故
に
一
百
里
は
一
時
間
に
て
行
く
を
得
る
と
、
彼
等

曰
く
、
何
分
御
助
け
願
ひ
ま
す
と
、
三
拝
九
拝
せ
り
、
昨
日
以
来

一
食
も
せ
ざ
る
捕
虜
あ
り
、
曰
く
、
水
を
与
へ
よ
と
、
依
て
雪
を

取
り
て
与
ふ
、
彼
大
に
喜
ぶ
、
後
に
塩
と
飯
と
を
与
ふ
、
彼
等
大

に
喜
て
食
ふ
、
曰
く
、
日
本
に
行
き
て
も
此
く
の
如
き
か
と
、
曰

く
、
日
本
に
行
け
ば
格
別
に
上
等
な
る
事
は
万
国
人
皆
知
る
、
当

地
は
一
物
な
し
、
与
ふ
る
に
由
な
し
と
、
彼
等
泣
き
て
喜
ぶ
、
嗚

呼
銭
貰
け
の
兵
な
れ
ば
捕
虜
と
な
る
た
る
身
の
上
こ
そ
実
に
気
の

毒
の
念
を
起
さ
し
む
、
呉
大
徴
（

大

カ
）
・
劉
盛
休
は
逃
げ

大
将
な
り
、
早
く
潔
よ
く
丁
汝
昌
の
如
く
自
殺
し
て
多
兵
を
助
け

よ本
日
明
日
と
も
当
隊
は
捕
虜
取
締
の
掛
な
り
、

三
月
七
日

今
朝
よ
り
雨
ふ
り
し
が
、
又
雪
と
な
り
、
折
角
と
け
た
る
雪
は
又

銀
世
界
と
な
り
た
り
、
去
り
乍
ら
雪
あ
る
と
き
は
道
は
氷
な
れ
ば

外
行
す
る
に
は
泥
な
ら
ず
し
て
結
構
結
構
、
雪
は
午
後
三
時
に
至

り
て
凡
そ
五
寸
積
も
れ
り
、
水
溜
り
の
所
な
し
、
さ
れ
ど
一
般
に

暖
気
に
し
て
風
あ
れ
ど
も
耳
を
切
る
が
如
く
な
ら
ず

昨
日
海
城
に
帰
り
し
、
ヘ
イ
ガ
ク
カ
イ
と
云
ふ
間
諜
は
兼
て
営
口

の
西
洋
人
の
所
に
遣
せ
し
も
の
な
る
が
、
一
昨
五
日
起
身
営
口
よ

り
帰
る
途
中
で
見
し
事
次
の
如
し
、

一
営
口
の
清
兵
は
漸
々
田
庄
台
へ
退
却
せ
り
と
、

一
営
口
の
西
洋
人
の
許
に
二
三
日
前
太
平
山
の
戦
に
負
傷
せ
し
哨

官
十
二
人
、
兵
卒
五
百
名
を
托
し
治
療
中
な
り
と

こ
れ
は
第
一
師
団
の
去
月
二
十
四
日
の
戦
に
就
て
な
り

一
、
我
が
日
本
軍
は
高
刊
ま
で
進
み
た
り
と

本
日
営
口
遼
陽
街
道
へ
騎
兵
を
出
す

石
黒
大
尉
は
愈
本
日
命
と
な
れ
り
、
白
骨
は
蕎
麦
山
に
葬
ら
れ
た

り
、
涙
の
種
な
る
供
物
は
ひ
も
の
一
枚
、
す
る
め
二
枚
、
酒
一
合
、

ま
ん
ぢ
う
は
将
校
に
分
配

海
城
の
東
を
流
る
る
海
城
川
（
砂
河
と
も
云
ひ
、
遼
川
と
も
云
）

の
橋
は
今
日
氷
塊
の
為
め
に
落
ち
工
兵
に
て
修
理
中
な
り
、
故
に

此
橋
の
通
ぜ
ざ
る
限
り
は
糧
食
も
何
も
一
つ
も
当
地
に
来
る
能
は

ず
、
又
析
木
城
の
北
を
流
る
る
川
も
同
じ
、
気
候
暖
な
る
に
従
ひ

道
路
は
皆
川
と
な
り
、
畑
は
皆
泥
田
の
如
く
、
河
川
は
橋
の
外
通

ら
れ
ず
、
橋
粗
悪
な
れ
ば
運
搬
上
の
困
難
言
ん
方
な
し
、
此
等
の

事
は
先
便
に
一
寸
申
し
た
れ
ば
、
詳
し
く
申
さ
ず
、
雪
融
け
に
近
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付
た
れ
ば
御
推
察
下
さ
れ
た
し

近
日
中
今
日
は
格
別
の
寒
さ
な
り
、
さ
れ
ど
先
づ
日
本
の
冬
位
な

れ
ば
〇
度
以
下
の
事
は
な
し
、
大
抵
二
三
度
よ
り
二
十
三
四
度
に

至
る
、
夜
間
は
し
か
し
寒
し

第
七
聯
隊
の
第
二
大
隊
、
第
十
九
聯
隊
の
第
三
大
隊
は
当
地
に
帰

り
居
れ
り

本
日
は
第
一
・
第
二
軍
を
以
て
営
口
を
取
り
し
筈
な
り
、
未
だ
報

告
な
け
れ
ど
、
取
る
事
間
違
な
け
れ
ば
戦
況
は
後
報
に
譲
り
、
先

は
右
迄
申
上
候
、
尚
二
三
日
の
中
に
は
多
分
当
地
引
上
げ
大
連
湾

へ
還
り
（
当
地
は
第
五
師
団
留
守
番
）
そ
れ
よ
り
山
海
関
と
天
津

の
間
に
上
陸
す
る
な
ら
ん
、
今
日
よ
り
十
四
五
日
の
後
に
あ
り
と

思
は
る
（
但
し
軍
機
上
の
事
な
れ
ば
真
偽
は
知
ら
ず
、
下
馬
評
定

な
り
）
愈
相
分
り
候
は
ば
又
々
可
申
上
候
、
謹
言

三
月
七
日
午
後
四
時
　
満
州
盛
京
省
海
城
に
於
　
　
金
蔵

父
上
　
様

追
て
、
日
本
は
最
早
梅
又
は
櫻
の
頃
と
存
候
、
当
地
は
木
の
葉
も

出
ず
、
両
三
日
（
今
日
は
雪
な
れ
ど
）
前
に
は
家
屋
の
雪
が
融
け

候
位
に
候

諸
家
様
へ
宜
敷
御
願
申
上
候
、
別
段
手
紙
不
差
上
候

（
未
完
）


